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はじめに 

 

 ２０１９年１２月の厚生労働省「地域共生社会推進検討会」最終報告書では、従来の福祉

の年齢別・障害種別など個人の属性を抜き出して対象を選別してきた縦割りであったもの

を超えようという提言を行っている。 

 社会福祉法人グループ・リガーレ（以下、リガーレグループ）は参加する法人が特別養護

老人ホームなど高齢者福祉を営む共通の経営基盤を持ち、一方、それぞれ異なる地域に存在

する法人のグループという特徴を有している。リガーレグループは、法人が所在するそれぞ

れの地域において、地域に密着した介護・福祉拠点の展開を目的に２０１０年に京都市内の

３法人により創設され、高齢期に誰もが住み慣れた地域で暮らし続けることを支える伴走

型支援をめざしてきたものである。 

２０１２年、グループ本部「地域密着型総合ケアセンターきたおおじ」開設に前後して新

たに４法人が加わり７法人によるグループとなり、２０１７年にグループ本部「リガーレ暮

らしの架け橋」が社会福祉法人認可されたことにより、本部を含め京都市内５法人と市外３

法人の合計８法人で構成して現在に至っている。 

冒頭に述べた地域共生社会の創出を目指す縦割りの福祉が超えるべき課題に向けた活動

であるが、生活圏域に地域に密着した拠点を設け高齢者と向き合うことで、職員はそれぞれ

の高齢者から紡ぎだされる地域との多様な関係性に当たり前のように向き合うことになり、

ひいては具体的な地域づくりに主体的に関わることが始まる。今年度グループ法人による

地域での具体的活動は、「学校・保育園などとの交流」「災害支援」「こども食堂・サロンな

ど居場所提供、集いの主催など」「オレンジカフェ、認知症高齢者社会参加・就労など支援」

「公園体操など地域づくり」「介護教室など地域向けセミナー開催」「消防団、防犯活動など

への参加」「配食、高齢者住まい・生活支援事業など制度外福祉活動の創出」「車いす・車両

等貸出・会議室貸出など地域支援」「地域経済への貢献（バイオマスなど）」「地域イベント

への協力（運動会、敬老会、お祭りなど）」など様々な活動を行っている。このような活動

をグループで共有すると同時に、グループならではの新たな活動企画なども話し合われた。 

このように、リガーレグループでは今年度も時代が求める事業の展開と同時に、重層的な

統一研修など、暮らしの継続性を支援する高齢者ケアの専門性の獲得やチームマネジメン

トの学習、そしてグループ間での人事交流の試行など専門分野でのキャリアデザインを描

く仕組みづくりの工夫と、それらの魅力を ICT 媒体などで発信するツールの開発などを通

じて人材の確保・育成に取り組んできた。とりわけ２０１９年度にはグループに人材確保専

任職員を配置し様々な活動を拡大する新たな試みも行ってきた。 
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第 1 章 令和元年度の活動 

１．活動の概要 

 平成 30 年度には、令和元年度も引き続き社会福祉法人が地域で求められる役割を果たす

ために福祉・介護人材の確保・定着をベースとした共同事業においては、プラットホームに

あたる「地域公益的取組委員会」では社会福祉法人グループの地域に貢献できる活動の現状

の整理と評価を行い、グループとして地域に貢献できる活動について協議を行った。 

 また、今年度の特長としては、人材確保部門に専任者を配置して、年間を通じて人材確保

の活動を精力的に行い、研修・スーパーバイズ事業に続く事業部門として確立する足場とな

った。 

 会議・委員会活動としては、従来あった「広報委員会」「リクルーター会議」「インターン

シップバスツアー企画会議」は、人材確保専任者が事務局となり「人材担当者会議」を設置

し「人材確保コア会議」「リクルーター会議」の中に整理された。「給与等検討委員会」では、

平成 30 年度提案した「リガーレグループ標準モデル」を軸に議論を重ねた。成果として、

人材共同募集を行うにあたり給与や待遇を含む新卒者向けリガーレグループ募集要項を作

成し運用を進めることができた。 

 また、今後のグループとしての活動の拠点として、社会福祉法人グループ・リガーレ、グ

ループ本部事務所を設置することができた。 

 新年度に向けて、代表者、責任者、リクルーターを含むグループ全体の職員と人材育成部

門・人材確保部門の 3 名の専任職員でもって人材の確保・定着の取組みを推進する体制づく

りを推進できた年度となった。 
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会議・委員会活動について 

＜地域公益的取組委員会（プラットホーム会議） 

  委 員 福）端山園 理事長 山内 幸雄 

  委 員 福）北桑会 理事長 溝口 武美 

  委 員 福）緑寿会 理事長 吉澤 英樹 

  委 員 福）松光会 施設長 奥本 善裕 

  委 員 福）はしうど福祉会  施設長 𠮷𠮷岡 年光 

  委 員 福）リガーレ暮らしの架け橋 理事長 山田 尋志 

オブザーバー 福）六心会 理事長 堤  洋三 

オブザーバー 福）宏仁会 理事長 長根 祐子 

＊地域公益的取組委員会（プラットホーム会議）開催 

第１回 平成３１年 ４月３０日（火） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第２回 令和 元年 ５月 ２日（木） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第 3 回 令和 元年 ５月２８日（火） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第 4 回 令和 元年１１月２９日（金） 地域密着型総合恵かセンターきたおおじ 

第 5 回 令和 ２年 １月１４日（火） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第 6 回 令和 ２年 ２月１４日（金） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

 

＜研修企画委員会＞ 

委員 福）端山園 ヴィラ端山 業務部長 百目鬼 浩子 

委員 福）北桑会 美山やすらぎホーム 施設長 覗渕 八重子 

委員 福）緑寿会 山科苑 施設長 岸田 光彦 

委員 福）松光会 静原寮 施設部長 阪田 耕三 

委員 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 施設長 杉原 優子 

委員 人材・開発研究センター 伊東 典子 

委員 人材・開発研究センター 西村 優子 

委員 人材・開発研究センター 村田 麻起子 

オブザーバー 福）はしうど福祉会 戸石 和子 

オブザーバー 福）六心会 愛須 和美 
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＊研修企画委員会の開催 

第１回 平成３１年 ４月１６日（火） 地域密着型ケアセンターおんまえどおり 

第２回 令和 元年 5 月２０日（月） ヴィラ端山 地域サロン 

第３回 令和 元年 ６月２５日（火） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第４回 令和 元年 ７月２３日（火） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第５回 令和 元年 ８月３０日（金） 地域密着型ケアセンターおんまえどおり 

第６回 令和 元年 ９月２３日（月） 六心会 きいいと地域サロン 

第７回 令和 元年１０月２１日（月） 介護老人福祉施設 しゅうざん 

第８回 令和 元年１２月 ３日（火） ヴィラ端山 地域サロン 

第９回 令和 元年１２月２５日（水） 地域密着型ケアセンターおんまえどおり 

第１０回 令和 ２年 1 月２８日（火） ヴィラ端山 地域サロン 

第１１回 令和 ２年 ２月１９日（水） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第１２回 令和 ２年 ３月２５日（水） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

 

＜リガーレ人材担当者会議＞ 

委員 福）端山園 総務部長 星野 孝典 

委員 福）北桑会 法人本部 大八木寿樹 

委員 福）緑寿会 法人本部長 吉澤 英樹 

委員 福）はしうど福祉会 副施設長 戸石 和子 

委員 福）リガーレ暮らしの架け橋 統括施設長 杉原 優子 

オブザーバー 福）六心会 副施設長 愛須 和美 

オブザーバー 福）宏仁会 法人本部 田中 芙美 

事務局 人材・開発研究センター マネージャー 伊東 典子 

事務局 人材・開発研究センター 西村 翼 

＊リガーレ人材担当者会議の開催 

第１回 令和 元年 ５月１２日（月） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第２回 令和 元年 ７月１８日（月） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第３回 令和 元年 ８月１３日（火） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第４回 令和 元年 ９月１７日（火） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第５回 令和 元年１０月３１日（木） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第６回 令和 元年１２月 ３日（火） ヴィラ端山 地域サロン 

第７回 令和 ２年 １月２８日（火） ヴィラ端山 地域サロン 

第８回 令和 ２年 ３月１０日（火） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 
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＜リガーレホームページプロジェクト／会議の開催＞ 

目的：最新の情報を、随時、学生に向けて配信する。 

   ①学生に向けた広報のあり方の検討 

   ②ホームページ・ＳＮＳに新卒採用ページを作成 

メンバー：（六心会）堤 洋三、愛須 和美、林 哲正（リガーレ暮らしの架け橋） 

杉原 優子（大学生）西村 翼（事務局）伊東 典子 

第 1 回 令和元年６月１日（土） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第２回 令和元年６月１４日（金） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

Web 打ち合わせ 令和元年６月１９日（水） 地域密着型特別養護老人ホームきいと 

第３回 令和元年７月１１日（木） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

 

＜人材確保コアミーティング／会議の開催＞ 

目的：人材確保・広報に関する協議の方向性の検討 

メンバー：（六心会）堤 洋三、愛須 和美（リガーレ暮らしの架け橋）杉原 優子 

     （事務局）伊東 典子 

第１回 令和元年７月 26 日（金） 地域密着型総合ケア

センターきたおおじ 

インターンシップ年間

実施計画 他 

第２回 令和 元年 ８月 ８日（木） 地域密着型特別養護

老人ホームきいと 

（株）学情プレゼンテ

ーション 他 

第３回 令和 元年 ９月 ４日（水） 地域密着型ケアセン

ターおんまえどおり 

あさがくナビ出展検討 

他 

第４回 令和 元年 ９月１７日（火） 地域密着型総合ケア

センターきたおおじ 

FACEtoFUKUSHI 出展検

討 他 

第５回 令和 元年１２月２３日（月） 地域密着型総合ケア

センターきたおおじ 

ＣＯＣＯＬＯ4 号企画 

第６回 令和 ２年 ２月２６日（水） 地域密着型総合ケア

センターきたおおじ 

就職フェア中止の代替

フェア出展検討 
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第２回 令和 元年 ８月 ８日（木） 地域密着型特別養護

老人ホームきいと 

（株）学情プレゼンテ

ーション 他 

第３回 令和 元年 ９月 ４日（水） 地域密着型ケアセン

ターおんまえどおり 

あさがくナビ出展検討 

他 

第４回 令和 元年 ９月１７日（火） 地域密着型総合ケア

センターきたおおじ 

FACEtoFUKUSHI 出展検

討 他 

第５回 令和 元年１２月２３日（月） 地域密着型総合ケア

センターきたおおじ 

ＣＯＣＯＬＯ4 号企画 

第６回 令和 ２年 ２月２６日（水） 地域密着型総合ケア

センターきたおおじ 

就職フェア中止の代替

フェア出展検討 

 

  

＜リクルーター会議＞ 

2020 第２期 

メンバー 

福）端山園 椿 織恵 

福）北桑会 小倉 祥平 

福）緑寿会 吉田 悠人 

福）松光会 川隅 大樹 

福）はしうど福祉会 山本 要 

福）リガーレ暮らしの架け橋 川口 まゆみ 

福）リガーレ暮らしの架け橋 深田 真帆 ★ 

福）リガーレ暮らしの架け橋 坂口 翔悟 

福）リガーレ暮らしの架け橋 杉原 優子 

福）リガーレ暮らしの架け橋 人材・開発研究センター 伊東 典子 

2020 

オブザーバー 

福）六心会  南出 浩次 

福）六心会 長江 諒 

福）宏仁会 長根 知加 

2021 第３期 

メンバー 

福）端山園 藤原 航 

福）北桑会 山下 太樹 

福）緑寿会 関戸 康太 ★ 

福）はしうど福祉会 明尾 咲良 

福）リガーレ暮らしの架け橋 竹嶋 大河 

福）リガーレ暮らしの架け橋 小田原 彩華 

福）リガーレ暮らしの架け橋 林 佑香 

福）リガーレ暮らしの架け橋 早川 葵 

福）リガーレ暮らしの架け橋 玉岡 龍之介 

福）リガーレ暮らしの架け橋 島野 莉奈 

福）リガーレ暮らしの架け橋 佐田 紀子 

福）リガーレ暮らしの架け橋 杉原 優子 

福）リガーレ暮らしの架け橋 人材・開発研究センター 伊東 典子 

2021 

オブザーバー 

福）六心会  矢守 優希菜 

福）六心会 愛須 和美 

福）宏仁会 長根 知加 

立命館大学 4 回生 西村 翼 
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２０２０年採用対象 

＊リクルーター会議開催 

第９回 平成３１年 ４月１２日（金） ベーコンラボ京都 

第１０回 令和 元年 ５月１０日（金） ベーコンラボ京都 

第１１回 令和 元年 ６月 ５日（水） 地域密着型ケアセンターおんまえどおり 

 

＊おもてなしバスツアー 

京都市内コース 平成３１年 ４月２０日（土） 

京都北部コース 令和 元年 ５月１８日（土） 

 

２０２１年採用対象 

＊リクルーター会議開催 

第１回 令和 元年 ８月 ５日（水） 地域密着型ケアセンターおんまえどおり 

第２回 令和 元年 ９月 ４日（水） 地域密着型ケアセンターおんまえどおり 

第３回 令和 元年１０月 １日（火） 地域密着型ケアセンターおんまえどおり 

第４回 令和 元年１１月１４日（火） 地域密着型ケアセンターおんまえどおり 

第５回 令和 元年１２月１０日（火） 地域密着型ケアセンターおんまえどおり 

第６回 令和 ２年 ２月４日（火） 地域密着型ケアセンターおんまえどおり 

第７回 令和 ２年 ３月 ４日（水） 地域密着型ケアセンターおんまえどおり 

 

＊おもてなしバスツアー 

北部・京北コース 令和 元年１０月１９日（土） 

京滋コース 令和 元年１１月 ２日（土） 

京都市内コース 令和 元年１１月３０日（土） 

 

＊就職フェア出展 

インターンシップ in 京都 令和 元年１２月２２日（日） 京都産業会館ホール 

FUKUSHI meets! 京都会場 令和 ２年 ２月２６日（水）

中止 

京都産業会館ホール 

FUKUSHI meets! 大阪会場 令和 ２年 ３月１６日（水）

中止 

コングレコンベンション

センター 

 ※FUKUSHI meets! 京都会場、大阪会場は感染症対策の影響にて中止となった。 
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中止 
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 ※FUKUSHI meets! 京都会場、大阪会場は感染症対策の影響にて中止となった。 

 

  

＜リガーレ給与等検討委員会＞ 

委員長 社会福祉法人 緑寿会 理事長 吉澤 英樹 

委員 社会福祉法人 六心会 理事長 堤 洋三 

委員 社会福祉法人 北桑会 副理事長 大川 眞樹 

委員 社会福祉法人 はしうど福祉会 いちがお園施設長 吉岡 年光 

委員 社会福祉法人 端山園 総務部長 星野 孝典 

委員 社会福祉法人 松光会 総務部長 石本 智裕 

委員 社会福祉法人 宏仁会 清風荘うらやす 施設長 長根 知加 

委員 社会福祉法人 宏仁会 法人本部 熊谷 祥 

委員 社会福祉法人 リガーレ暮らしの架け橋 理事長 山田 尋志 

委員 社会福祉法人 リガーレ暮らしの架け橋 マネージャー 小林 慶三 

外部委員 株式会社 エイデル研究所 小林 雄二郎 

オブザーバー 社会福祉法人 リガーレ暮らしの架け橋 マネージャー 伊東 典子 

＊委員会開催 

第１回 令和 元年 ７月３１日（水） 地域密着型ケアセンターおんまえどおり 

第２回 令和 元年 ８月１３日（火) 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第３回 令和 元年 ９月２０日（金） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第４回 令和 元年１０月２４日（木） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第５回 令和 元年１１月１８日（月） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第６回 令和 元年１２月１６日（木） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第７回 令和 ２年 １月１６日（木） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

第８回 令和 ２年 ２月２６日（水） 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 
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第２章 地域公益活動の取組み、地域公益的取組に関するヒアリングシート 
1. 現状 

(1) 各法人における活動 
 社会福祉法人による「地域における公益的な取組」については、改正社会福祉法

第 24 条第 2 項の規定に基づき、平成 28 年４月から、当該取組の実施が社会福祉

法人の責務として位置付けられ、リガーレ各法人においても所在する各地域にお

いて当該取組を推進してきた。 
前年度の共同推進事業では、各法人の取組現状を再整理、その上で地域課題の把

握方法の確認と検証に焦点を絞ることで、新しい地域貢献や公益的取組の試行へ

つなげることを目的とし、今年度においては各法人の取組の進化、深化を共有し、

更なる取組の推進を目的とした。 
➢ 参加法人が現在実施している地域貢献事業の実施内容について互いに報告し、

その意義を確認・協議する。 
➢ 各法人が既に実施している上記事業について、課題及び見直しの余地につい

て協議すると共に優れた実践を自法人に取り入れる可能性について話しあう。 
➢ 各法人が所在する生活圏域等の地域課題を把握するための方法について学び

あう。 
➢ 把握した地域課題の情報交換を行い、課題の解決に向けて可能な活動を協議

する。 
 
2. 委員会等の活動 

(1) 委員会の開催 
各法人が実施している地域貢献の活動共有等のため下記日程にて委員会を開催し

た。 
回 日時 会場 
第 1 回 令和元 5 月 28 日 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 
第 2 回 令和元年 11 月 29 日 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 
第 3 回 令和 2 年 1 日 14 日 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 
第 4 回 令和 2 年 2 月 11 日 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 
第 5 回 令和 2 年年 2 月 14 日 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 
第 6 回 令和 2 年年 3 月 31 日 地域密着型総合ケアセンターきたおおじ 

 
(2) ヒアリングシート作成等 

各法人の取組状況などをより深く共有するため、下記７項目にてシートを記載し、

各法人が持ち寄った（詳細は添付資料を参照）。 
➢ 主な取り組み名称と内容等 
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(2) ヒアリングシート作成等 

各法人の取組状況などをより深く共有するため、下記７項目にてシートを記載し、

各法人が持ち寄った（詳細は添付資料を参照）。 
➢ 主な取り組み名称と内容等 

➢ 頻度 
➢ 把握している地域課題（課題把握の経路） 
➢ 地域での協力者や外部機関などの連携先 
➢ 発生するコストや資金源と概算金額など 
➢ 仕組み工夫など 
➢ その他 考えられる成果、前年度以降の展開、新たに見えてきた課題など 

 
 
3. まとめ、今後の課題 
各法人はその歴史的背景や成り立ち、地域の情勢や人口構成などが異なるが、それぞれの

事情に応じて地域で公益的な取組を推進している。前年度の委員会では、各法人の各地域で

の活動内容や地域との関わり方などを共有し、今年度はその取組がどのように進み、そして

深まったのかを確認した。 
リガーレの参画法人は創設からの年数が比較的長く、法人・施設経営者・幹部と地域住民

がお互い顔を知った上で緩やかな関係性が成り立っており、年間を通して開催される地域

イベントや催事などで地域の自治会や市民団体との相互協力が成立している。 
特徴的だったのは、法人で地域包括支援センターを受託しコミュニティ・ソーシャル・ワ

ーカーを抱える法人、或いは専任・兼任を問わないが「地域支援担当」を配置している法人

の取組が充実傾向にあることである（具体的な活動内容は添付資料参照）。 
その理由として、地域とのチャンネルが法人組織の定点として常時開かれている、地域住

民から見て相談しやすい、気軽に話しやすい組織になっている、顔の見える関係が構築され

ている等が考えられる。 
その結果、地域課題の把握等のアセスメント、解決の糸口を探るための住民との対話、地

域活動の素案づくり、活動目的の明確化、関係者会議等集まる場の調整、課題の改善提案、

状況に応じてＰＤＣＡをしっかり回すなど、安定した視点で地域を見据え思考するコミュ

ニティ・ソーシャル・ワーカーならではの視点が法人の地域公益的取組の好循環を生んでい

る。 
国内の福祉・支援ニーズがますます複雑化・複合化する中で、地域課題解決へ向けて社会

福祉法人が担う役割や住民からの期待はますます高まっている。 
リガーレグループとしては今後、参画する各法人が地域公益的活動を主として担うコミ

ュニティ・ソーシャル・ワーカー等人材を恒常的に配置し、各法人の地域公益的活動が地域

課題解決へ歩み出すよう、様々な仕組みを共有し連携を更に強化したい。 
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

端山園 食育で育てた野菜の販売 年 ～ 回 八幡農業法人、等法人職員 利用者、地域住民から注文を受
ける

端山園 コンサート
コーヒーサロン

毎日木曜日
； ～

近隣の団地住民の高齢化にて、自治会活動が中止となっ
た。

ビラを近隣へ配っている。 コーヒーサロンで一人１０
０円いただいたお金でまわ
している。

地域の方との会話、地域の方，
も工作等を持ってこられ、皆さ
んで、工作つくり等もされる。

地域の方との交流、顔見知りになる。

端山園 地域の保育園との交流 年３回 核家族が多く老人とふれあう機会が少ない。 中臣保育園の先生 利用者と子供達の年齢差があ
るがお互いが手先を使って工
作をしている、頭を使って考え
る遊びやゲームを行っている。

端山園 夏祭り（ヴィラ端山） 年１回
～

家族、ボランティア、職員 飲食を無料提供にて持ち出
している。

年々参加者増えている。

端 山 園
い ま く
まの

「いまくまのサロン」
今熊野学区でのサロン開設を地域包括支援センタ
ーに提案し、サロン開設準備を協同。開設後は職員
をサロンに派遣している。

月１回
第 土曜日
１０時から１２時

今熊野学区は高齢化により商店街がシャッター通りにな
っており、これまで運営されていた集いの場が閉鎖されサ
ロンがない地区になった。
（京都市介護ケア推進課）

洛東地域包括支援センター
東山区健康推進センター
府立医科大学看護学科

担当職員の超過勤務手当１
時間程度

東山区健康推進センターと協
力し、血圧測定など地域高齢者
の健康に関するオプションを
付けることで高齢者の参加に
繋げている。

毎回、同じ時間・場所・顔ぶれで開催するこ
とで地域の高齢者が立ち寄り易くなり外出
のきっかけになった方が出来た。特に、男性
の閉じこもり予防に繋がった。

端 山 園
い ま く
まの

「地域交流サロン」
東山区居場所つくり事業に参画し、いまくまのフ
ロアで地域の方が参加できる催しを開催してい
る。

２か月に１回
時から 時頃

地域の方が気軽に足を運び交流できる地域の居場所がな
い地域。
（地域支え合い活動創出コーディネーター）

東山区社会福祉協議会 東山区社会福祉協議会より
年１万円の助成あり。

事業所で地域の人が参加でき
る催しを開催し、案内のチラシ
を社協や地域包括、地域のカル
チャー教室などで配布し広報。
また、外出しにくい方には事業
所職員が車で送迎を行ってい
る。

事業所の事を知ってもらうことで認知症や
介護が必要になった時に相談できる場所が
あることが分かってもらえ地域住民の安心
に繋ぐことが出来る。

端 山 園
い ま く
まの

「京都女子大学体験学習」
京都女子大学家政学部生活福祉学科の体験授業の
場として、各ユニットの利用者や職員との交流の
場を提供している。

１か月に１回
： ～ ：

福祉を学んでいる学生だが、実際に高齢者と接する機会の
ない学生が多く、異世代の交流の場が少ない。
（京都女子大学教授から）

京都女子大学 コスト発生はない ユニットでの交流の前に１５
分程度、施設の概要と事例を交
えてオリエンテーションを行
っている。交流後には、学生の
感想や学んだことなどの振り
返りの発表の時間を設けてい
る。そのファシリテーターを学
生と年齢の近い職員が担う様
にしている。

高齢者分野以外を学んでいる学生も交流を
することで認知症の人への考え方が変わり、
人の生活という視点で捉えることが出来た
学生も多くいる。また、数人の学生はこれを
機会に介護職としてアルバイト勤務をする
ようになった。

端 山 園
い ま く
まの

修道学区の運動会にスタッフが地域住民（町内会
住民）として参加し、準備委員会から関わってい
る。

年１回（準備委員会年２
回程度）

事業所がある太閤坦町は、世帯数も少なく若い世代の住民
がいないため、毎年不参加であった。
（運営推進会議での情報提供）

修道学区体育振興会
太閤坦町会長
東山区社会福祉協議会会長
自治連合会

担当職員の超過勤務手当２
時間程度

運営推進会議等を通じて、地域
組織の役員と連携を密にとる
異様にしている。
準備段階から職員配置を多く
とり体制つくりに努力してい
る。

準備段階から地域の人たちと一緒に動くこ
とでコミュニケーションが深まり信頼関係
を築くことが出来る。
運動会当日、利用者と一緒に参加することで
事業所への理解が広まる。

端 山 園
い ま く
まの

「修道学区防災訓練」
地域の防災訓練に太閤坦町代表として参加してい
る。

年１回 事業所がある太閤坦町は、世帯数も少なく若い世代の住民
がいないため、毎年不参加であった。
（運営推進会議での情報提供）

修道学区自主防災会 担当職員の超過勤務手当２
時間程度

運営推進会議等の場で地域役
員と連携し、事業所が地域に対
して担える役割について協議
している。

地域の防災活動に参加している事で、有事の
時に当事業所が地域のために活動できるこ
とが周知され地域の信頼を得ることが出来
る。

端 山 園
い ま く
まの

「地域支え合い活動」研修修了者の活動のフィー
ルドとしていまくまのの場を提供。
まずは「おそうじ隊」として施設の掃除から始め
る。

計画中
２回 月程度

「地域支え合い活動」研修修了者は多く存在するが、どこ
でどんな活動をすればよいかわからないため活動に繋が
っていない。（運営推進会議・地域ケア会議での情報提供）

地域支え合い活動創出コーディ
ネーター（社協）

最初は無償のボランティア
で始まるが、活動内容の変化
に合わせて有償にする事も
ある。活動内容によっては施
設経費の可能性もあり。

地域支え合い活動創出コーデ
ィネーターとの密な連携と、運
営推進会議に当コーディネー
ターが参加し地域の役員や利
用者家族と一緒に活動内容を
協議する。

地域住民の社会参加により地域の力を引き
出すことが期待できる。また、活動のフィー
ルドとして場の提供をすることで地域住民
との関係性や信頼性の強化に繋がる。「おそ
うじ隊」の活動は「自分たち地域の施設」と
いう意識が強まることが期待できる。

地域イベント参加
 醍醐福祉餅つき、年 回 月下旬
 醍醐福祉バザー、年 回 月
 醍醐学区敬老会、年 回
 桜祭り、年 回
 醍醐自治町内会夏祭り、年 回
 福祉避難所
 端山の丘マルシエ、年 回
 醍醐自治町内会夏祭り、年 回

第２章　添付資料
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

端山園 食育で育てた野菜の販売 年 ～ 回 八幡農業法人、等法人職員 利用者、地域住民から注文を受
ける

端山園 コンサート
コーヒーサロン

毎日木曜日
； ～

近隣の団地住民の高齢化にて、自治会活動が中止となっ
た。

ビラを近隣へ配っている。 コーヒーサロンで一人１０
０円いただいたお金でまわ
している。

地域の方との会話、地域の方，
も工作等を持ってこられ、皆さ
んで、工作つくり等もされる。

地域の方との交流、顔見知りになる。

端山園 地域の保育園との交流 年３回 核家族が多く老人とふれあう機会が少ない。 中臣保育園の先生 利用者と子供達の年齢差があ
るがお互いが手先を使って工
作をしている、頭を使って考え
る遊びやゲームを行っている。

端山園 夏祭り（ヴィラ端山） 年１回
～

家族、ボランティア、職員 飲食を無料提供にて持ち出
している。

年々参加者増えている。

端 山 園
い ま く
まの

「いまくまのサロン」
今熊野学区でのサロン開設を地域包括支援センタ
ーに提案し、サロン開設準備を協同。開設後は職員
をサロンに派遣している。

月１回
第 土曜日
１０時から１２時

今熊野学区は高齢化により商店街がシャッター通りにな
っており、これまで運営されていた集いの場が閉鎖されサ
ロンがない地区になった。
（京都市介護ケア推進課）

洛東地域包括支援センター
東山区健康推進センター
府立医科大学看護学科

担当職員の超過勤務手当１
時間程度

東山区健康推進センターと協
力し、血圧測定など地域高齢者
の健康に関するオプションを
付けることで高齢者の参加に
繋げている。

毎回、同じ時間・場所・顔ぶれで開催するこ
とで地域の高齢者が立ち寄り易くなり外出
のきっかけになった方が出来た。特に、男性
の閉じこもり予防に繋がった。

端 山 園
い ま く
まの

「地域交流サロン」
東山区居場所つくり事業に参画し、いまくまのフ
ロアで地域の方が参加できる催しを開催してい
る。

２か月に１回
時から 時頃

地域の方が気軽に足を運び交流できる地域の居場所がな
い地域。
（地域支え合い活動創出コーディネーター）

東山区社会福祉協議会 東山区社会福祉協議会より
年１万円の助成あり。

事業所で地域の人が参加でき
る催しを開催し、案内のチラシ
を社協や地域包括、地域のカル
チャー教室などで配布し広報。
また、外出しにくい方には事業
所職員が車で送迎を行ってい
る。

事業所の事を知ってもらうことで認知症や
介護が必要になった時に相談できる場所が
あることが分かってもらえ地域住民の安心
に繋ぐことが出来る。

端 山 園
い ま く
まの

「京都女子大学体験学習」
京都女子大学家政学部生活福祉学科の体験授業の
場として、各ユニットの利用者や職員との交流の
場を提供している。

１か月に１回
： ～ ：

福祉を学んでいる学生だが、実際に高齢者と接する機会の
ない学生が多く、異世代の交流の場が少ない。
（京都女子大学教授から）

京都女子大学 コスト発生はない ユニットでの交流の前に１５
分程度、施設の概要と事例を交
えてオリエンテーションを行
っている。交流後には、学生の
感想や学んだことなどの振り
返りの発表の時間を設けてい
る。そのファシリテーターを学
生と年齢の近い職員が担う様
にしている。

高齢者分野以外を学んでいる学生も交流を
することで認知症の人への考え方が変わり、
人の生活という視点で捉えることが出来た
学生も多くいる。また、数人の学生はこれを
機会に介護職としてアルバイト勤務をする
ようになった。

端 山 園
い ま く
まの

修道学区の運動会にスタッフが地域住民（町内会
住民）として参加し、準備委員会から関わってい
る。

年１回（準備委員会年２
回程度）

事業所がある太閤坦町は、世帯数も少なく若い世代の住民
がいないため、毎年不参加であった。
（運営推進会議での情報提供）

修道学区体育振興会
太閤坦町会長
東山区社会福祉協議会会長
自治連合会

担当職員の超過勤務手当２
時間程度

運営推進会議等を通じて、地域
組織の役員と連携を密にとる
異様にしている。
準備段階から職員配置を多く
とり体制つくりに努力してい
る。

準備段階から地域の人たちと一緒に動くこ
とでコミュニケーションが深まり信頼関係
を築くことが出来る。
運動会当日、利用者と一緒に参加することで
事業所への理解が広まる。

端 山 園
い ま く
まの

「修道学区防災訓練」
地域の防災訓練に太閤坦町代表として参加してい
る。

年１回 事業所がある太閤坦町は、世帯数も少なく若い世代の住民
がいないため、毎年不参加であった。
（運営推進会議での情報提供）

修道学区自主防災会 担当職員の超過勤務手当２
時間程度

運営推進会議等の場で地域役
員と連携し、事業所が地域に対
して担える役割について協議
している。

地域の防災活動に参加している事で、有事の
時に当事業所が地域のために活動できるこ
とが周知され地域の信頼を得ることが出来
る。

端 山 園
い ま く
まの

「地域支え合い活動」研修修了者の活動のフィー
ルドとしていまくまのの場を提供。
まずは「おそうじ隊」として施設の掃除から始め
る。

計画中
２回 月程度

「地域支え合い活動」研修修了者は多く存在するが、どこ
でどんな活動をすればよいかわからないため活動に繋が
っていない。（運営推進会議・地域ケア会議での情報提供）

地域支え合い活動創出コーディ
ネーター（社協）

最初は無償のボランティア
で始まるが、活動内容の変化
に合わせて有償にする事も
ある。活動内容によっては施
設経費の可能性もあり。

地域支え合い活動創出コーデ
ィネーターとの密な連携と、運
営推進会議に当コーディネー
ターが参加し地域の役員や利
用者家族と一緒に活動内容を
協議する。

地域住民の社会参加により地域の力を引き
出すことが期待できる。また、活動のフィー
ルドとして場の提供をすることで地域住民
との関係性や信頼性の強化に繋がる。「おそ
うじ隊」の活動は「自分たち地域の施設」と
いう意識が強まることが期待できる。

地域イベント参加
 醍醐福祉餅つき、年 回 月下旬
 醍醐福祉バザー、年 回 月
 醍醐学区敬老会、年 回
 桜祭り、年 回
 醍醐自治町内会夏祭り、年 回
 福祉避難所
 端山の丘マルシエ、年 回
 醍醐自治町内会夏祭り、年 回
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

宏仁会 ①ケア付き青森ねぶた「じょっぱり隊」（青森市）

全国から参加者、ボランティアを募り、県内の各団
体・関係機関の協力のもと、青森ねぶた祭に参加し
ている。（事務局兼実務）

※ 年ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化推進功労表彰・内閣府特命担
当大臣表彰 受章
※ 年青森県ふれあい活動功労者知事表彰 受
章

毎年 月 日～ 日
（実行委員会、ボランテ
ィア会議などは、 月か
ら始動）

・高齢や障害を理由に、地域活動への参画が困難になって
いる。
・地域へ出かけることはあるが、周囲と連携をとる、協力
を得る関係性を築けない。
・同じ境遇の人たちと接する機会が少なく、閉じこもりが
ちの人がいる。

・祭の実行委員会・受け入れ団体
・行政（青森県庁、警察、救急）
・社会福祉協議会
・地元医療機関・医師会（県・市）
・地元の学校 県立保健大学
・個人ボランティア
・ボーイスカウト
・交通機関（ 、鉄道、空港）

（資金源）法人内予算、参加
費、寄付
（発生コスト）会議費、ボラ
ンティア保険、印刷・製本費、
交通費（レンタル車両、ガソ
リン等）、備品費、食費、関
係職員の超過勤務手当およ
び地域貢献手当 など

・事務局・主要リーダーとなる
法人職員と、関係団体（社協、
県庁、保健大学）・ボランティ
アが集まり、情報共有・協議を
行う。
・そのほか協力機関は、参加者
情報やおおよそのタイムスケ
ジュールなどを共有し、協力を
依頼。

・祭りの実行委員会等との連携がスムーズ
になった。
・交通機関や宿泊施設等のバリアフリーが
進んだ。
・参加者が各地元に戻って、自主活動をする
ようになった。
・参加職員同士の連携や法人内での活動が
活発化する。

宏仁会 ②ひらない敬老まつり（平内町）

行政改革の一環で事業見直しにより町主催の敬老
行事が廃止されたことを受け、地域住民有志によ
るボランティア組織を結成し、子供から大人まで
が参加をする「手づくり・住民参加型の敬老まつ
り」を開催。
※ 年総務省地域コミュニティ再生事業採択

毎年 月

（実行委員会の会議など
は、 月から）

・高齢や交通手段を理由に、地域への外出が困難になって
いる。
・行事が廃止されたことで、町内の友人・知人と会する機
会が減少している。

・祭の実行委員会
・行政（町）
・社会福祉協議会
・地元の学校（県立高校、幼稚園、
保育園）
・個人ボランティア
・ボランティアサークル

（資金源）法人内予算、町か
らの補助費、寄付

（発生コスト）会議費、印刷・
製本費、交通費（レンタル車
両、ガソリン等）、備品費、
食費、関係職員の超過勤務手
当および地域貢献手当 な
ど

・事務局・主要リーダーとなる
法人職員と、関係団体（社協、
県庁、保健大学）・ボランティ
アが集まり、情報共有・協議を
行う。
・そのほか協力機関は、参加者
情報やおおよそのタイムスケ
ジュールなどを共有し、協力を
依頼。

・法人と個人ボランティア、ボランティアサ
ークルとの連携が深まった。
・「ボランティアをやりたい」という参加者
の声が出ている。
・普段接点の少ない住民とも会うことで、新
たなニーズや利用者の獲得につながってい
る。

宏仁会 ③ 地域交流セミナー（浦安市）

福祉施設のもつ介護に関する知識・技術を、広く地
域に開放・普及することを目的に平成 年の開所
以来開催。施設専門職が講師を務める他、福祉・介
護・看護・
医学にとどまらず、地域福祉分野の研究者らによ
るセミナーを開催。

年に ～ 回 ・在宅介護をしている人が、具体的な介護技術を学んだり
質問をしたりという機会がない。
・同じ課題を持つ人同士、情報共有できる場が少ない。

・民生委員
・入居者家族
・ボランティア
・行政（市福祉部、包括）
・社会福祉協議会

（資金源）法人内予算

（発生コスト）講師謝礼、講
師交通費、セミナー材料費、
印刷製本費
※施設内開催のため、会場費
はかからない

・各団体、個人へ、開催要項を
配布し周知を依頼。

・参加した家族から、施設に介護等の相談が
来るようになった。
・行政からの相談が来るようになった。
・入居者家族が、施設の介護に理解を持つよ
うになった。
・

宏仁会 ④ 地域参加型研修の実施（平内町・青森市）

社会福祉法人のノウハウを生かし、法人の職員に
加え、地域住人や入居者家族、関係者等を参加対象
とした講演会を定期的に実施し、地域の福祉力の
底上げと啓発をはかる。

不定期 ・福祉施設やサ高住などに入居すると、閉じこもりがちに
なり、地域住民と交流を持つ機会が少なくなる。
・自分の身近でほしい情報を得る機会が少ない。

・地元開業医
・民生委員
・町内会

（資金源）法人内予算

（発生コスト）講師謝礼、印
刷製本費

・開業医や町内会との連携、情
報共有などを重ねている。

・参加者の医療・福祉に対する関心が高まっ
ている。

宏仁会 ⑤ 福祉避難所の登録（浦安市）

市との協定により、近隣の災害弱者を対象として
福祉避難所利用に関する登録をした。

・在宅で生活している要支援・要介護高齢者、障がい者が、
災害時に継続的に支援を受けられる環境が少ない。

・地元社協
・行政（市福祉部）

（資金源）法人内予算、市補
助金

（発生コスト）備蓄品の購入
費
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

宏仁会 ①ケア付き青森ねぶた「じょっぱり隊」（青森市）

全国から参加者、ボランティアを募り、県内の各団
体・関係機関の協力のもと、青森ねぶた祭に参加し
ている。（事務局兼実務）

※ 年ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化推進功労表彰・内閣府特命担
当大臣表彰 受章
※ 年青森県ふれあい活動功労者知事表彰 受
章

毎年 月 日～ 日
（実行委員会、ボランテ
ィア会議などは、 月か
ら始動）

・高齢や障害を理由に、地域活動への参画が困難になって
いる。
・地域へ出かけることはあるが、周囲と連携をとる、協力
を得る関係性を築けない。
・同じ境遇の人たちと接する機会が少なく、閉じこもりが
ちの人がいる。

・祭の実行委員会・受け入れ団体
・行政（青森県庁、警察、救急）
・社会福祉協議会
・地元医療機関・医師会（県・市）
・地元の学校 県立保健大学
・個人ボランティア
・ボーイスカウト
・交通機関（ 、鉄道、空港）

（資金源）法人内予算、参加
費、寄付
（発生コスト）会議費、ボラ
ンティア保険、印刷・製本費、
交通費（レンタル車両、ガソ
リン等）、備品費、食費、関
係職員の超過勤務手当およ
び地域貢献手当 など

・事務局・主要リーダーとなる
法人職員と、関係団体（社協、
県庁、保健大学）・ボランティ
アが集まり、情報共有・協議を
行う。
・そのほか協力機関は、参加者
情報やおおよそのタイムスケ
ジュールなどを共有し、協力を
依頼。

・祭りの実行委員会等との連携がスムーズ
になった。
・交通機関や宿泊施設等のバリアフリーが
進んだ。
・参加者が各地元に戻って、自主活動をする
ようになった。
・参加職員同士の連携や法人内での活動が
活発化する。

宏仁会 ②ひらない敬老まつり（平内町）

行政改革の一環で事業見直しにより町主催の敬老
行事が廃止されたことを受け、地域住民有志によ
るボランティア組織を結成し、子供から大人まで
が参加をする「手づくり・住民参加型の敬老まつ
り」を開催。
※ 年総務省地域コミュニティ再生事業採択

毎年 月

（実行委員会の会議など
は、 月から）

・高齢や交通手段を理由に、地域への外出が困難になって
いる。
・行事が廃止されたことで、町内の友人・知人と会する機
会が減少している。

・祭の実行委員会
・行政（町）
・社会福祉協議会
・地元の学校（県立高校、幼稚園、
保育園）
・個人ボランティア
・ボランティアサークル

（資金源）法人内予算、町か
らの補助費、寄付

（発生コスト）会議費、印刷・
製本費、交通費（レンタル車
両、ガソリン等）、備品費、
食費、関係職員の超過勤務手
当および地域貢献手当 な
ど

・事務局・主要リーダーとなる
法人職員と、関係団体（社協、
県庁、保健大学）・ボランティ
アが集まり、情報共有・協議を
行う。
・そのほか協力機関は、参加者
情報やおおよそのタイムスケ
ジュールなどを共有し、協力を
依頼。

・法人と個人ボランティア、ボランティアサ
ークルとの連携が深まった。
・「ボランティアをやりたい」という参加者
の声が出ている。
・普段接点の少ない住民とも会うことで、新
たなニーズや利用者の獲得につながってい
る。

宏仁会 ③ 地域交流セミナー（浦安市）

福祉施設のもつ介護に関する知識・技術を、広く地
域に開放・普及することを目的に平成 年の開所
以来開催。施設専門職が講師を務める他、福祉・介
護・看護・
医学にとどまらず、地域福祉分野の研究者らによ
るセミナーを開催。

年に ～ 回 ・在宅介護をしている人が、具体的な介護技術を学んだり
質問をしたりという機会がない。
・同じ課題を持つ人同士、情報共有できる場が少ない。

・民生委員
・入居者家族
・ボランティア
・行政（市福祉部、包括）
・社会福祉協議会

（資金源）法人内予算

（発生コスト）講師謝礼、講
師交通費、セミナー材料費、
印刷製本費
※施設内開催のため、会場費
はかからない

・各団体、個人へ、開催要項を
配布し周知を依頼。

・参加した家族から、施設に介護等の相談が
来るようになった。
・行政からの相談が来るようになった。
・入居者家族が、施設の介護に理解を持つよ
うになった。
・

宏仁会 ④ 地域参加型研修の実施（平内町・青森市）

社会福祉法人のノウハウを生かし、法人の職員に
加え、地域住人や入居者家族、関係者等を参加対象
とした講演会を定期的に実施し、地域の福祉力の
底上げと啓発をはかる。

不定期 ・福祉施設やサ高住などに入居すると、閉じこもりがちに
なり、地域住民と交流を持つ機会が少なくなる。
・自分の身近でほしい情報を得る機会が少ない。

・地元開業医
・民生委員
・町内会

（資金源）法人内予算

（発生コスト）講師謝礼、印
刷製本費

・開業医や町内会との連携、情
報共有などを重ねている。

・参加者の医療・福祉に対する関心が高まっ
ている。

宏仁会 ⑤ 福祉避難所の登録（浦安市）

市との協定により、近隣の災害弱者を対象として
福祉避難所利用に関する登録をした。

・在宅で生活している要支援・要介護高齢者、障がい者が、
災害時に継続的に支援を受けられる環境が少ない。

・地元社協
・行政（市福祉部）

（資金源）法人内予算、市補
助金

（発生コスト）備蓄品の購入
費
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

緑寿会 ヶ所の元気倶楽部（健康長寿サロン）の開催の後
方支援を実施している。

・火曜日：第 ～ 週（
週目と祝日は休み）
・水曜日：第 ・ 週と第
・ 週に別会場にて開
催。（ 週目と祝日は休
み）
・木曜日：第 ・ 週
・第 土曜日

＊単身高齢者が多い。
＊日常生活動作が自立している軽度認知症の人がいる。
＊制度理解等のない高齢者が多い。
＊地域（近隣）での繋がりが希薄である
（元気倶楽部参加者やボランティアからの聞き取り等）

＊京からはじめるいきいき筋ト
レボランティア（体操指導）
＊町内会役員
＊住民ボランティア
＊その他のボランティア

＊資金源：京都市健康長寿サ
ロン活動支援
＊参加者からの参加費： ～

円（会場によって参加費
が異なる）

プログラムとして、①健康維持
のための体操と②楽しみの茶
話会を実施。
①京都市が育成している京か
らはじめる筋トレボランティ
アの起用により、健康・体力維
持を図るきっかけづくりがで
きている。
②茶話会では、ただお茶を飲む
だけでなく、手工芸や、制度の
レクチャー等を組み入れ、楽し
みだけでなく、日常生活を送る
なかで必要な知識の獲得も行
っている。

参加者が互いに声掛けを行い、見守り合え
る関係の構築。
必要な人に早期に支援の手が届く（認知症

の早期発見や、介護保険サービス等の関わり
の必要な人の早期発見が行える）
単身高齢者等が季節感を感じるイベント

に参加できる（ひな祭り、クリスマス等）
介護保険サービスを利用するほどではな

いが、他者との交流を求める人の参加する居
場所として活用されている。
民生委員や老人福祉員が単身高齢者等の

訪問をする際に、紹介する社会資源の つに
なっている。
ケアマネジャーが紹介するインフォーマ

ルサービスとしての役割も担っている。
緑寿会 オレンジカフェ やぐらの家の開催をしている。 月 回 ＊認知症の人、また認知症を疑う人の気楽な相談場所がな

い。
（参加者、ケアマネジャーより聴取）

＊ケアマネジャー
＊認知症アドバンスサポーター
＊その他のボランテイア

＊資金源：法人からの拠出・
参加費： 円

＊プラグラムとしては、①音楽
等のイベントと②茶話会を開
催。
①音楽等のイベントはボラン
ティアにて演奏してくれる人
や学生サークルの落語等を依
頼。時に、フラワーアレンジメ
ントも実施している。
②茶話会は、①で実施した内容
等をきっかけにして、日常の困
りこと等を傾聴する。専門職ボ
ランティアを配置することで、
話しやすい環境を設定してい
る

認知症の早期発見、専門期間へのつなぎを
実施。
必要性を感じた参加者の介護保険サービ

スの調整。
認知症を危惧する参加者への予防的な関

わり等。

緑寿会 元気倶楽部文化班の開催後方支援を実施してい
る。

隔月 ＊近隣に気軽でリーズナブルに参加できる物作りサロン
がない。
（ボランティア、参加者より聴取）

＊地域住民 ＊資金源：参加費： 円程
度

＊体操指導を行っているボラ
ンテイアを中心とした集まり
で、独自にミーティングを実施
し、物づくりの内容等を決め、
開催している。
＊当方の支援としては、会場の
提供と、開催日等を広報誌『日
ノ岡だより』にて発信する。

介護保険サービスを利用するほどではな
いが、他者との交流を求める人の参加する居
場所として活用されている。
民生委員や老人福祉員が単身高齢者等の

訪問をする際に、紹介する社会資源の つに
なっている。
ケアマネジャーが紹介するインフォーマ

ルサービスとしての役割も担っている。
参加者が互いに声掛けを行い、見守り合え

る関係の構築。
緑寿会 ヶ所の公園体操の開催後方支援を実施している。 ＊毎週開催としては、月・

木・金・土曜日開催。
＊隔週開催として、第 ・
週目の土曜日と、第 ・
週目の水曜日に開催。

＊健康維持のための運動習慣を持ちたい。しかし、ジム等
へ行くのは面倒である。
＊ 人ではできないけれど、誰かが一緒だと運動にも取り
組める。
（参加者より聴取）

＊公園体操ボランティア ＊資金源：初年度のみに福祉
絆支援事業を申請。
→のぼりと デッキ、
を購入。

＊決定した開催場所にて朝に
分程度の簡単体操を実施す

る。
＊のぼりが出ている日が開催
日となっている。

民生委員や老人福祉員が単身高齢者等の
訪問をする際に、紹介する社会資源の つに
なっている。
ケアマネジャーが紹介するインフォーマ

ルサービスとしての役割も担っている。
参加者が互いに声掛けを行い、見守り合え

る関係の構築。
屋外でのぼりを立てて、音楽を鳴らし実施

していることもあり、介護予防に対して周囲
への発信ができている。

緑寿会 ♡ の開催をしている 年 回程度 ＊日曜日はイベントが少なく、単身高齢者等は閉じこもり
傾向。
＊就労している家族の介護相談等が日曜日にできるとこ
ろが欲しい。
＊家族も一緒に参加できるイベントが欲しい。
（民生委員・老人福祉員・ケアマネジャーから聴取）

＊法人スタッフ
＊近隣事業所の運動指導スタッ
フ
＊就労支援事業所 型
＊その他ボランティア

＊資金源：山科“きずな”支援
事業活動助成金
＊参加費： 円

＊プログムとして、①専門の体
操指導員の体操指導、②就労支
援事業所 型のお弁当を食べ、
③音楽鑑賞をする。その間に、
ご家族等の相談も必要に応じ
て受ける。
①近隣事業所の健康運動指導
士や理学療法士等の体操指導
実施し、自宅での運動習慣のき
っかけをづくりを行う。
②就労支援事業所で作るお弁
当をみんなで頂く。日常に孤食
となっている人が多いため、他
者と楽しくいただく機会を提
供する。
③生演奏の音楽を聴き、ゆっく
りと過ごす時間を提供する。
＊デイサービスのフロアーを
活用して開催することで、日常
生活状況に低下のある参加者
も家族と一緒に参加すること
等もできる。

民生委員や老人福祉員が単身高齢者等の
訪問をする際に、紹介する社会資源の つに
なっている。
ケアマネジャーが紹介するインフォーマ

ルサービスとしての役割も担っている。
参加者が互いに声掛けを行い、見守り合え

る関係の構築
就労家族の日曜日に相談できる相談機関

としての役割を果たす。
家族と一緒に参加することもできるため、

デイサービス等の前段階のサービスとして
活用できる。

緑寿会 日常生活圏域において、地域の関係団体とともに
かぎ預かり事業を実施している。

＊かぎ預かりは、必要時。
＊かぎ預かり実行委員会
は、年 ～ 回程度

＊単身高齢者が多く、近隣でかぎの預かり合いをしていた
が、互いに高齢になり、他者のかぎを預かることが負担に
なっていきている。
＊数日、洗濯物を干しっぱなし等の現象があり、気になる
高齢者がいる。

＊民生児童委員
＊老人福祉員
＊社会福祉協議会
＊自治連合会
＊地域の介護保険事業所

＊資金源：山科“きずな”支援
事業活動助成金
＊認知症ケア学会地域活動
支援金
＊法人からの拠出

＊当センターを事務局として、
地域住民の希望者の鍵を預か
る。

事業の広報活動等にて、見守りの機運が高
められれる。
有事の際、自宅を壊すことなく、解錠でき

る。
地域の関係機関との連携に強化が図れる。
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

緑寿会 ヶ所の元気倶楽部（健康長寿サロン）の開催の後
方支援を実施している。

・火曜日：第 ～ 週（
週目と祝日は休み）
・水曜日：第 ・ 週と第
・ 週に別会場にて開
催。（ 週目と祝日は休
み）
・木曜日：第 ・ 週
・第 土曜日

＊単身高齢者が多い。
＊日常生活動作が自立している軽度認知症の人がいる。
＊制度理解等のない高齢者が多い。
＊地域（近隣）での繋がりが希薄である
（元気倶楽部参加者やボランティアからの聞き取り等）

＊京からはじめるいきいき筋ト
レボランティア（体操指導）
＊町内会役員
＊住民ボランティア
＊その他のボランティア

＊資金源：京都市健康長寿サ
ロン活動支援
＊参加者からの参加費： ～

円（会場によって参加費
が異なる）

プログラムとして、①健康維持
のための体操と②楽しみの茶
話会を実施。
①京都市が育成している京か
らはじめる筋トレボランティ
アの起用により、健康・体力維
持を図るきっかけづくりがで
きている。
②茶話会では、ただお茶を飲む
だけでなく、手工芸や、制度の
レクチャー等を組み入れ、楽し
みだけでなく、日常生活を送る
なかで必要な知識の獲得も行
っている。

参加者が互いに声掛けを行い、見守り合え
る関係の構築。
必要な人に早期に支援の手が届く（認知症

の早期発見や、介護保険サービス等の関わり
の必要な人の早期発見が行える）
単身高齢者等が季節感を感じるイベント

に参加できる（ひな祭り、クリスマス等）
介護保険サービスを利用するほどではな

いが、他者との交流を求める人の参加する居
場所として活用されている。
民生委員や老人福祉員が単身高齢者等の

訪問をする際に、紹介する社会資源の つに
なっている。
ケアマネジャーが紹介するインフォーマ

ルサービスとしての役割も担っている。
緑寿会 オレンジカフェ やぐらの家の開催をしている。 月 回 ＊認知症の人、また認知症を疑う人の気楽な相談場所がな

い。
（参加者、ケアマネジャーより聴取）

＊ケアマネジャー
＊認知症アドバンスサポーター
＊その他のボランテイア

＊資金源：法人からの拠出・
参加費： 円

＊プラグラムとしては、①音楽
等のイベントと②茶話会を開
催。
①音楽等のイベントはボラン
ティアにて演奏してくれる人
や学生サークルの落語等を依
頼。時に、フラワーアレンジメ
ントも実施している。
②茶話会は、①で実施した内容
等をきっかけにして、日常の困
りこと等を傾聴する。専門職ボ
ランティアを配置することで、
話しやすい環境を設定してい
る

認知症の早期発見、専門期間へのつなぎを
実施。
必要性を感じた参加者の介護保険サービ

スの調整。
認知症を危惧する参加者への予防的な関

わり等。

緑寿会 元気倶楽部文化班の開催後方支援を実施してい
る。

隔月 ＊近隣に気軽でリーズナブルに参加できる物作りサロン
がない。
（ボランティア、参加者より聴取）

＊地域住民 ＊資金源：参加費： 円程
度

＊体操指導を行っているボラ
ンテイアを中心とした集まり
で、独自にミーティングを実施
し、物づくりの内容等を決め、
開催している。
＊当方の支援としては、会場の
提供と、開催日等を広報誌『日
ノ岡だより』にて発信する。

介護保険サービスを利用するほどではな
いが、他者との交流を求める人の参加する居
場所として活用されている。
民生委員や老人福祉員が単身高齢者等の

訪問をする際に、紹介する社会資源の つに
なっている。
ケアマネジャーが紹介するインフォーマ

ルサービスとしての役割も担っている。
参加者が互いに声掛けを行い、見守り合え

る関係の構築。
緑寿会 ヶ所の公園体操の開催後方支援を実施している。 ＊毎週開催としては、月・

木・金・土曜日開催。
＊隔週開催として、第 ・
週目の土曜日と、第 ・
週目の水曜日に開催。

＊健康維持のための運動習慣を持ちたい。しかし、ジム等
へ行くのは面倒である。
＊ 人ではできないけれど、誰かが一緒だと運動にも取り
組める。
（参加者より聴取）

＊公園体操ボランティア ＊資金源：初年度のみに福祉
絆支援事業を申請。
→のぼりと デッキ、
を購入。

＊決定した開催場所にて朝に
分程度の簡単体操を実施す

る。
＊のぼりが出ている日が開催
日となっている。

民生委員や老人福祉員が単身高齢者等の
訪問をする際に、紹介する社会資源の つに
なっている。
ケアマネジャーが紹介するインフォーマ

ルサービスとしての役割も担っている。
参加者が互いに声掛けを行い、見守り合え

る関係の構築。
屋外でのぼりを立てて、音楽を鳴らし実施

していることもあり、介護予防に対して周囲
への発信ができている。

緑寿会 ♡ の開催をしている 年 回程度 ＊日曜日はイベントが少なく、単身高齢者等は閉じこもり
傾向。
＊就労している家族の介護相談等が日曜日にできるとこ
ろが欲しい。
＊家族も一緒に参加できるイベントが欲しい。
（民生委員・老人福祉員・ケアマネジャーから聴取）

＊法人スタッフ
＊近隣事業所の運動指導スタッ
フ
＊就労支援事業所 型
＊その他ボランティア

＊資金源：山科“きずな”支援
事業活動助成金
＊参加費： 円

＊プログムとして、①専門の体
操指導員の体操指導、②就労支
援事業所 型のお弁当を食べ、
③音楽鑑賞をする。その間に、
ご家族等の相談も必要に応じ
て受ける。
①近隣事業所の健康運動指導
士や理学療法士等の体操指導
実施し、自宅での運動習慣のき
っかけをづくりを行う。
②就労支援事業所で作るお弁
当をみんなで頂く。日常に孤食
となっている人が多いため、他
者と楽しくいただく機会を提
供する。
③生演奏の音楽を聴き、ゆっく
りと過ごす時間を提供する。
＊デイサービスのフロアーを
活用して開催することで、日常
生活状況に低下のある参加者
も家族と一緒に参加すること
等もできる。

民生委員や老人福祉員が単身高齢者等の
訪問をする際に、紹介する社会資源の つに
なっている。
ケアマネジャーが紹介するインフォーマ

ルサービスとしての役割も担っている。
参加者が互いに声掛けを行い、見守り合え

る関係の構築
就労家族の日曜日に相談できる相談機関

としての役割を果たす。
家族と一緒に参加することもできるため、

デイサービス等の前段階のサービスとして
活用できる。

緑寿会 日常生活圏域において、地域の関係団体とともに
かぎ預かり事業を実施している。

＊かぎ預かりは、必要時。
＊かぎ預かり実行委員会
は、年 ～ 回程度

＊単身高齢者が多く、近隣でかぎの預かり合いをしていた
が、互いに高齢になり、他者のかぎを預かることが負担に
なっていきている。
＊数日、洗濯物を干しっぱなし等の現象があり、気になる
高齢者がいる。

＊民生児童委員
＊老人福祉員
＊社会福祉協議会
＊自治連合会
＊地域の介護保険事業所

＊資金源：山科“きずな”支援
事業活動助成金
＊認知症ケア学会地域活動
支援金
＊法人からの拠出

＊当センターを事務局として、
地域住民の希望者の鍵を預か
る。

事業の広報活動等にて、見守りの機運が高
められれる。
有事の際、自宅を壊すことなく、解錠でき

る。
地域の関係機関との連携に強化が図れる。
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

＊近隣の老人福祉員や町内会長等が地域の高齢者の多く
のかぎを預かり、負担になっている（多い人は数十本預か
り、混乱しそう・・・との声もある）。
＊地域の見守り環境が希薄であり、独居の人が異変を起こ
していても気づくことができない。
（民生委員・老人福祉員・自治連合会・ケアマネジャーか
ら聴取）

＊消防署
＊警察署

＊地域の関係団体等により、か
ぎあずかり実行委員会を結成
している。
＊有事（数日間、登録者の顔を
みていない、自宅で倒れてる可
能性がある等）の際に、かぎ預
かり実行委員による、緊急出動
にて自宅を解錠し、様子確認を
行う。必要に応じ、消防・警察
と連携する。。
＊定期的に実行委員会を開催
し、地域住民とともに、かぎ預
かり事業を通じ、地域の見守り
の機運を高める事業としてい
る。
＊かぎをよく紛失する人に対
して、確認後、一旦鍵を返却し、
自宅を解錠することができる。

かぎをよく紛失する登録者に対して、フォ
ローができる。

緑寿会 日常生活圏域にて地域密着型施設の合同運営推進
会議を開催支援しいてる

＊年 回の会議と打ち合
わせ会議を年 回開催

＊圏域内の地域密着型施設毎に、会議を開催しているが、
会議に招集される役員等は重複しており、地域の役員に負
担がかかっている。
（運営推進会議に消腫される地域住民より聴取）

＊地域密着型施設
＊地域密着型施設利用者及び加
家族
＊民生児童委員
＊老人福祉員
＊社会福祉協議会
＊町内会会長

＊会場費： 円（法人から
の拠出）

＊当センターの圏域に立地す
る地域密着型施設（ 施設）と
合同で、地域運営推進会議を開
催する（地域運営推進会議の開
催要件として、年間開催回数の
半分を合同にて開催可能、ま
た、地域密着型デイサービスに
おいては、全てを合同で開催可
能となっている）。
＊概ね、各センターからセンタ
ーの特徴や利用状況の報告を
してもらった後、質疑応答を行
い、最後に地域からの要望、ま
た地域へ提供できることを話
し合っている。

合同で開催することで、地域役員の負担軽
減が図れていると同時に、地域密着型施設に
とっても、開催の負担軽減が図れている。
合同にすることで、地域住民が一度にたく

さんの施設の情報を得る機会となる。

緑寿会 やましな認知症サポート連絡会に加入し、認知症
の理解の普及啓発事業を行っている。

＊コア会議・全体会議等
含め、年間 回程度の会
議と、イベント開催等

＊認知症高齢者の増加。
＊地域住民の認知症に対する理解の乏しさ。
＊地域で認知症高齢者を見守る体制が不足している。
（地域住民、介護保険事業所より聴取）

＊山科区内の介護保険事業所
＊山科区内の調剤薬局（居宅療
養管理指導を実施している薬
局）

＊年会費： 円（法人から
拠出）

＊コア事業所、一般事業所と
種類の事業所で構成される団
体であり、コア事業所の会議に
より、事業等を立案し、全体会
議にて決定される。
＊当センターは、コア事業所と
して、圏域の一般事業所ととも
に、広報事業と行方不明高齢者
対策を担っている。
＊広報活動においては、リーフ
レットの作成やホームページ、
フェイスブック等にて、活動の
発信を行っている。
＊行方不明対策事業としては、
登録者に対して コードを
活用した行方不明高齢者の捜
索活動、また、 を活用
した行方不明高齢者の情報発
信をしている。
＊圏域内の小中学校への認知
症サポーター講座の開催をし
ている

認知症の理解を地域住民に促し、地域全体
で認知症の人を見守れる地域づくり。
行方不明高齢者の早期発見の支援。
次世代を担う、小学生・中学生への認知症

の理解を深める。

緑寿会 ランチミーティングの開催 ＊年 回 ＊ケアマネジャーの知識・対応力不足がある。
＊圏域内に 人ケアマネの事業所が多い。
（ケアマネジャーより聴取）

＊圏域内の居宅介護支援事業所 ＊お弁当代： 円程度（参
加者が各自で負担）

＊圏域内の居宅介護支援事業
所と一緒に事例検討会を行う
機会の提供をしている。
＊事例を持ち回りで提供し、参
加者より支援に対しての意見
を出したい、支援の方法を多角
的に考える。
＊開催時には、各事業所が活用
している配食弁当の事業所よ
り、お弁当を注文し、配食弁当
の試食も行い、利用者へ紹介す
る際の参考としている。

圏域内の事業所の支援・対応力の向上。
困難事例等について、多角的な意見を聞く

ことができる。
顔のみえる関係を形成し、いつでも相談で

きる体制づくりが可能

緑寿会 圏域内の事業所を中心とした交流会 ＊年 回 ＊圏域内の事業所同士、横に繋がりが少ない。
（圏域事業所より聴取）

＊圏域内の介護保険事業所 ＊参加費：必要経費（各自が
負担）

＊年 回圏域内の事業所にて
忘年会を実施。

圏域内の事業所同士、顔のみえる関係が形
成される。

緑寿会 ボランティア交流会 ＊年 回（ボランティア
の種別において、 回づ
つ）
①筋トレ・②オレンジカ
フェ・③茶話会

＊ホランティア同士横の繋がりが薄い。
＊ボランティアの希望、目標等の目指すところ共有する機
会がない。
（ボランティアより聴取）

＊元気倶楽部、オレンジカフェ
等のボランティア

＊開催費： 円程度（法
人から持ち出し）

＊年 回、各ボランティア種別
ごとに、交流会を実施。
＊日頃の活動においての、思い
や希望等を確認し、今後の活動
へ反映していただけるように
する。

ボランティアのやり甲斐を持ち続けても
らうことができる。
ボランティア同士の意見交換を行い、お互

いの活動へ反映することができる。
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

＊近隣の老人福祉員や町内会長等が地域の高齢者の多く
のかぎを預かり、負担になっている（多い人は数十本預か
り、混乱しそう・・・との声もある）。
＊地域の見守り環境が希薄であり、独居の人が異変を起こ
していても気づくことができない。
（民生委員・老人福祉員・自治連合会・ケアマネジャーか
ら聴取）

＊消防署
＊警察署

＊地域の関係団体等により、か
ぎあずかり実行委員会を結成
している。
＊有事（数日間、登録者の顔を
みていない、自宅で倒れてる可
能性がある等）の際に、かぎ預
かり実行委員による、緊急出動
にて自宅を解錠し、様子確認を
行う。必要に応じ、消防・警察
と連携する。。
＊定期的に実行委員会を開催
し、地域住民とともに、かぎ預
かり事業を通じ、地域の見守り
の機運を高める事業としてい
る。
＊かぎをよく紛失する人に対
して、確認後、一旦鍵を返却し、
自宅を解錠することができる。

かぎをよく紛失する登録者に対して、フォ
ローができる。

緑寿会 日常生活圏域にて地域密着型施設の合同運営推進
会議を開催支援しいてる

＊年 回の会議と打ち合
わせ会議を年 回開催

＊圏域内の地域密着型施設毎に、会議を開催しているが、
会議に招集される役員等は重複しており、地域の役員に負
担がかかっている。
（運営推進会議に消腫される地域住民より聴取）

＊地域密着型施設
＊地域密着型施設利用者及び加
家族
＊民生児童委員
＊老人福祉員
＊社会福祉協議会
＊町内会会長

＊会場費： 円（法人から
の拠出）

＊当センターの圏域に立地す
る地域密着型施設（ 施設）と
合同で、地域運営推進会議を開
催する（地域運営推進会議の開
催要件として、年間開催回数の
半分を合同にて開催可能、ま
た、地域密着型デイサービスに
おいては、全てを合同で開催可
能となっている）。
＊概ね、各センターからセンタ
ーの特徴や利用状況の報告を
してもらった後、質疑応答を行
い、最後に地域からの要望、ま
た地域へ提供できることを話
し合っている。

合同で開催することで、地域役員の負担軽
減が図れていると同時に、地域密着型施設に
とっても、開催の負担軽減が図れている。
合同にすることで、地域住民が一度にたく

さんの施設の情報を得る機会となる。

緑寿会 やましな認知症サポート連絡会に加入し、認知症
の理解の普及啓発事業を行っている。

＊コア会議・全体会議等
含め、年間 回程度の会
議と、イベント開催等

＊認知症高齢者の増加。
＊地域住民の認知症に対する理解の乏しさ。
＊地域で認知症高齢者を見守る体制が不足している。
（地域住民、介護保険事業所より聴取）

＊山科区内の介護保険事業所
＊山科区内の調剤薬局（居宅療
養管理指導を実施している薬
局）

＊年会費： 円（法人から
拠出）

＊コア事業所、一般事業所と
種類の事業所で構成される団
体であり、コア事業所の会議に
より、事業等を立案し、全体会
議にて決定される。
＊当センターは、コア事業所と
して、圏域の一般事業所ととも
に、広報事業と行方不明高齢者
対策を担っている。
＊広報活動においては、リーフ
レットの作成やホームページ、
フェイスブック等にて、活動の
発信を行っている。
＊行方不明対策事業としては、
登録者に対して コードを
活用した行方不明高齢者の捜
索活動、また、 を活用
した行方不明高齢者の情報発
信をしている。
＊圏域内の小中学校への認知
症サポーター講座の開催をし
ている

認知症の理解を地域住民に促し、地域全体
で認知症の人を見守れる地域づくり。
行方不明高齢者の早期発見の支援。
次世代を担う、小学生・中学生への認知症

の理解を深める。

緑寿会 ランチミーティングの開催 ＊年 回 ＊ケアマネジャーの知識・対応力不足がある。
＊圏域内に 人ケアマネの事業所が多い。
（ケアマネジャーより聴取）

＊圏域内の居宅介護支援事業所 ＊お弁当代： 円程度（参
加者が各自で負担）

＊圏域内の居宅介護支援事業
所と一緒に事例検討会を行う
機会の提供をしている。
＊事例を持ち回りで提供し、参
加者より支援に対しての意見
を出したい、支援の方法を多角
的に考える。
＊開催時には、各事業所が活用
している配食弁当の事業所よ
り、お弁当を注文し、配食弁当
の試食も行い、利用者へ紹介す
る際の参考としている。

圏域内の事業所の支援・対応力の向上。
困難事例等について、多角的な意見を聞く

ことができる。
顔のみえる関係を形成し、いつでも相談で

きる体制づくりが可能

緑寿会 圏域内の事業所を中心とした交流会 ＊年 回 ＊圏域内の事業所同士、横に繋がりが少ない。
（圏域事業所より聴取）

＊圏域内の介護保険事業所 ＊参加費：必要経費（各自が
負担）

＊年 回圏域内の事業所にて
忘年会を実施。

圏域内の事業所同士、顔のみえる関係が形
成される。

緑寿会 ボランティア交流会 ＊年 回（ボランティア
の種別において、 回づ
つ）
①筋トレ・②オレンジカ
フェ・③茶話会

＊ホランティア同士横の繋がりが薄い。
＊ボランティアの希望、目標等の目指すところ共有する機
会がない。
（ボランティアより聴取）

＊元気倶楽部、オレンジカフェ
等のボランティア

＊開催費： 円程度（法
人から持ち出し）

＊年 回、各ボランティア種別
ごとに、交流会を実施。
＊日頃の活動においての、思い
や希望等を確認し、今後の活動
へ反映していただけるように
する。

ボランティアのやり甲斐を持ち続けても
らうことができる。
ボランティア同士の意見交換を行い、お互

いの活動へ反映することができる。
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

は し う
ど 福 祉
会

青パト活動（地域防犯活動） 毎日 田舎でも何が起きるか解らない時代です。防犯活動をする
団体も当初は無かったと記憶しています。

町内３か所の派出所のおまわり
さん達

今年度 台増車し、合計
台とした。

ルールが細かい、資格が必要
等々。

防犯に少しでも寄与していると思いたい。

は し う
ど 福 祉
会

自主配食 毎日 市の配食の基準が厳しすぎて、独居か医師の診断が無けれ
ば許可が出にくい。また、町内、間人という村以外に食料
品を販売する店がありません。食の確保が大変な町です。

台風等で行けない場合、民生委
員に助けて貰ったことがありま
す。

専用容器が６，４８０円しま
す。認知症の方が良く壊され
るので更新は大変です。昼夕
各２ルート計４ルート配達
するのでガソリン代はかな
り負担ですし、車の確保も大
変です。市の委託分との比率
が変化する中でサービスの
維持が大変です。

人を雇えないので事務所の職
員で配達しています。事務所留
守番含めて勤務繰りが大変で
す。昼は７０分、夜は４０分の
枠で配達しています。夜、遅出
必要一歩手前です。

食の確保に貢献出来ていると思いたい。

は し う
ど 福 祉
会

引きこもり青年の社会復帰支援
（完了しています）

週１～２ 貴重な若者の引きこもり お母さん（送迎） 無し ご利用者のドリルを手伝った
り、話し相手をしてもらう
等々。

数年前、ファミマに就職されました。暫くし
て、来られなくなりました。

は し う
ど 福 祉
会

地域創生ＮＰＯへの支援 平成１６年度京丹後市合併からでも、１／４の人口減の過
疎地域対策を少しでも支援したい。

理事を１名派遣しています。

は し う
ど 福 祉
会

職員の地域への派遣 必要時 地域における福祉講演、敬老会のレク等の人材不足。 いちがお園というボラ団体と
して社協に登録しています。

は し う
ど 福 祉
会

いちがお園まつり ここ数年は春だったが、
秋の開催に変更

地域イベントの減少。 各団体様 イベント会社に支払う経費。 地域への感謝祭という位置づ
けにしています。

安価でイベントを楽しんでいただいている
ものと思っています。

は し う
ど 福 祉
会

オープンデイ 秋 福祉施設が敷居の高いもの、知らないという方がまだまだ
多く地域にはいらっしゃいます。

送迎費、昼食費、おやつ代
等々

全事業所がその日施設を開放
し、説明のための職員を付けま
す。

身内等の利用を考え始めた方々には特に好
評です。

は し う
ど 福 祉
会

介護者教室 年２回 介護は誰かが知識を提供してくれるものではありません
し、ストレスも溜まります。

施設内のケアマネ主催で行い、
対象の方々に声をかけて開催
します。

諸知識を得られると共に、横のつながりがで
きています。

は し う
ど 福 祉
会

車いす無料貸し出し 随時 葬式、結婚式、受診等で一時的に車いすが必要な場合に貸
し出します。

無料、短期間。 一時必要とされる方には喜ばれています。

は し う
ど 福 祉
会

福祉車両無料貸し出し 車両が空いてる日、時間
帯

要介護者の移送に必要な場合に貸し出します。 ガソリン代 無料。 福祉タクシー等の普及に伴い、ほぼほぼ無く
なっています。

は し う
ど 福 祉
会

地域イベント参加 年３回 出店者の減少。 主材料以外のすべての経費 唐揚げ３個１００円等原価売
価で地域の皆様に還元します。
碇高原祭、成願寺地蔵盆、秋の
祭典に出店します。

いちがお園の存在感は出ています。

は し う
ど 福 祉
会

地元区グランドゴルフ大会協賛 夏 経費が少ないのかな？ ビール購入費 協賛し、景品を提供し、職員が
数名参加します。

当たり前になって、拒否できません。

は し う
ど 福 祉
会

町民（等）のすべての実習、研修の受け入れ 随時 近隣の法人さんですが、就職に繋がる可能性のある実習等
受けなるんですが、先生の卵は受けないんかなぁ・・他町
の方の依頼もまわってきます。

インターンシップ、社会福祉士
の実習、個人的な実習、先生の
卵さん実習等々、断らずに全て
受けています。

は し う
ど 福 祉
会

バザー収益金寄付 年１回 各ボランティア団体の資金不足 ３０，０００円 ここ数年提供品の不足からで
きていないのですが、バザーを
していた時の残金をボラ連に
３万円、町の小学校、保育園（当
時計６か所）に順番に５万円程
度の物品寄付をしてきました。

結果、ボラ連の毎年の寄付だけ残りました。
各団体には、５，０００円割り振られるそう
です。とても少ないですが、宛てにされてい
るとのことです。
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

は し う
ど 福 祉
会

青パト活動（地域防犯活動） 毎日 田舎でも何が起きるか解らない時代です。防犯活動をする
団体も当初は無かったと記憶しています。

町内３か所の派出所のおまわり
さん達

今年度 台増車し、合計
台とした。

ルールが細かい、資格が必要
等々。

防犯に少しでも寄与していると思いたい。

は し う
ど 福 祉
会

自主配食 毎日 市の配食の基準が厳しすぎて、独居か医師の診断が無けれ
ば許可が出にくい。また、町内、間人という村以外に食料
品を販売する店がありません。食の確保が大変な町です。

台風等で行けない場合、民生委
員に助けて貰ったことがありま
す。

専用容器が６，４８０円しま
す。認知症の方が良く壊され
るので更新は大変です。昼夕
各２ルート計４ルート配達
するのでガソリン代はかな
り負担ですし、車の確保も大
変です。市の委託分との比率
が変化する中でサービスの
維持が大変です。

人を雇えないので事務所の職
員で配達しています。事務所留
守番含めて勤務繰りが大変で
す。昼は７０分、夜は４０分の
枠で配達しています。夜、遅出
必要一歩手前です。

食の確保に貢献出来ていると思いたい。

は し う
ど 福 祉
会

引きこもり青年の社会復帰支援
（完了しています）

週１～２ 貴重な若者の引きこもり お母さん（送迎） 無し ご利用者のドリルを手伝った
り、話し相手をしてもらう
等々。

数年前、ファミマに就職されました。暫くし
て、来られなくなりました。

は し う
ど 福 祉
会

地域創生ＮＰＯへの支援 平成１６年度京丹後市合併からでも、１／４の人口減の過
疎地域対策を少しでも支援したい。

理事を１名派遣しています。

は し う
ど 福 祉
会

職員の地域への派遣 必要時 地域における福祉講演、敬老会のレク等の人材不足。 いちがお園というボラ団体と
して社協に登録しています。

は し う
ど 福 祉
会

いちがお園まつり ここ数年は春だったが、
秋の開催に変更

地域イベントの減少。 各団体様 イベント会社に支払う経費。 地域への感謝祭という位置づ
けにしています。

安価でイベントを楽しんでいただいている
ものと思っています。

は し う
ど 福 祉
会

オープンデイ 秋 福祉施設が敷居の高いもの、知らないという方がまだまだ
多く地域にはいらっしゃいます。

送迎費、昼食費、おやつ代
等々

全事業所がその日施設を開放
し、説明のための職員を付けま
す。

身内等の利用を考え始めた方々には特に好
評です。

は し う
ど 福 祉
会

介護者教室 年２回 介護は誰かが知識を提供してくれるものではありません
し、ストレスも溜まります。

施設内のケアマネ主催で行い、
対象の方々に声をかけて開催
します。

諸知識を得られると共に、横のつながりがで
きています。

は し う
ど 福 祉
会

車いす無料貸し出し 随時 葬式、結婚式、受診等で一時的に車いすが必要な場合に貸
し出します。

無料、短期間。 一時必要とされる方には喜ばれています。

は し う
ど 福 祉
会

福祉車両無料貸し出し 車両が空いてる日、時間
帯

要介護者の移送に必要な場合に貸し出します。 ガソリン代 無料。 福祉タクシー等の普及に伴い、ほぼほぼ無く
なっています。

は し う
ど 福 祉
会

地域イベント参加 年３回 出店者の減少。 主材料以外のすべての経費 唐揚げ３個１００円等原価売
価で地域の皆様に還元します。
碇高原祭、成願寺地蔵盆、秋の
祭典に出店します。

いちがお園の存在感は出ています。

は し う
ど 福 祉
会

地元区グランドゴルフ大会協賛 夏 経費が少ないのかな？ ビール購入費 協賛し、景品を提供し、職員が
数名参加します。

当たり前になって、拒否できません。

は し う
ど 福 祉
会

町民（等）のすべての実習、研修の受け入れ 随時 近隣の法人さんですが、就職に繋がる可能性のある実習等
受けなるんですが、先生の卵は受けないんかなぁ・・他町
の方の依頼もまわってきます。

インターンシップ、社会福祉士
の実習、個人的な実習、先生の
卵さん実習等々、断らずに全て
受けています。

は し う
ど 福 祉
会

バザー収益金寄付 年１回 各ボランティア団体の資金不足 ３０，０００円 ここ数年提供品の不足からで
きていないのですが、バザーを
していた時の残金をボラ連に
３万円、町の小学校、保育園（当
時計６か所）に順番に５万円程
度の物品寄付をしてきました。

結果、ボラ連の毎年の寄付だけ残りました。
各団体には、５，０００円割り振られるそう
です。とても少ないですが、宛てにされてい
るとのことです。
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

は し う
ど 福 祉
会

災害時の炊き出し 数年前１回 数年前、長雨の影響で墓山が大きく崩落し、家を数軒のみ
こむという災害が発生しました。なかなか被災者が見つか
らず、自衛隊も常駐する大災害となりました。そのとき、
地域の方が一時避難した公民館に落ち着くまで炊き出し
を行いました。

材料費
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

は し う
ど 福 祉
会

災害時の炊き出し 数年前１回 数年前、長雨の影響で墓山が大きく崩落し、家を数軒のみ
こむという災害が発生しました。なかなか被災者が見つか
らず、自衛隊も常駐する大災害となりました。そのとき、
地域の方が一時避難した公民館に落ち着くまで炊き出し
を行いました。

材料費
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

リ ガ ー
レ 暮 ら
し の 架
け橋

高齢者すまい・生活支援事業 毎週 ～ 日 高齢者が安心して住み替えられる低廉なすまいの不足。
保証人、身元引受人の課題

見守りと電話による安否確
認活動に 回１時間 週

福祉系学生とともに高齢者生
活支援を検討
地域包括支援センター、不動産
業者と連携

地域包括支援センターとともに、良質な不動
産業者との連携、地域生活継続の支援
学生と高齢者の交流の機会

リ ガ ー
レ 暮 ら
し の 架
け橋

いきいき教室 月１回 高齢者の多様な居場所の必要性
介護予防推進センター卒業後の居場所

地域包括支援センター
介護予防推進センター
民生委員 学区社協他 地域住
民

おやつ材料など 簡単な体操と、おやつ作り 元気な時から地域高齢者と地域住民が係る
ネットワーク形成
連続性のある支援拠点としての事業所の役
割発揮

リ ガ ー
レ 暮 ら
し の 架
け橋

喫茶・サロン活動 きたおおじ
土日 隔週

民生委員、地域住民 喫茶材料費など
一部、北区補助金あり

開催チラシを毎月作成し、民生
委員等に配布してもらう

多世代交流の場

リ ガ ー
レ 暮 ら
し の 架
け橋

体操教室 うえの
朝 分程度 週３日

元気な高齢者の居場所 近隣住民 玄関先にボードを置いて案内
テラスを開放して実施するこ
とで、参加しやすい環境づくり

地域住民が通う場の一つとして定着

リ ガ ー
レ 暮 ら
し の 架
け橋

喫茶・栄養相談 うえの
喫茶毎日

近隣住民 管理栄養士 時間程度 事業所前のボードで案内周知 高齢者の食事相談によるフレイル対策

リ ガ ー
レ 暮 ら
し の 架
け橋

こども 番のいえ登録 運営推進会議で自治連会長から ＰＴＡ、自治会、警察 地域の見守りネットワークに参加

リ ガ ー
レ 暮 ら
し の 架
け橋

福祉避難所

リ ガ ー
レ 暮 ら
し の 架
け橋

認知症ケア出前講習 不定期 地域の認知症理解の促進の必要性 町内会、地域包括支援センター
など

職員の活動時間
イベント準備資料

子ども向け紙芝居など、世代に
応じた準備
地蔵盆での開催

町内会など、小規模単位での認知症理解促進
事業所の役割の周知

リ ガ ー
レ 暮 ら
し の 架
け橋

社会福祉の増進に資する人材育成・確保事業
人材・開発研究センター研修事業 主に京都市（遠隔地はスカイプ等を利用）
グループ法人の職員対象に統一研修を実施（平成 年度はキャリアに応じた体系別研修に 名が受講）
社会福祉の増進に資する人材育成・確保事業
人材・開発スーパーバイズ事業 主に京都府、滋賀県
グループ法人のチーム運営、人材育成を支援（各法人の個別性に応じた巡回事業等）
社会福祉の増進に資する人材育成・確保事業
地域の介護等事業者の経営管理連携推進事業 京都市
介護人材の確保・定着に向けた複数の社会福祉法人による共同事業
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等
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レ 暮 ら
し の 架
け橋

体操教室 うえの
朝 分程度 週３日

元気な高齢者の居場所 近隣住民 玄関先にボードを置いて案内
テラスを開放して実施するこ
とで、参加しやすい環境づくり

地域住民が通う場の一つとして定着

リ ガ ー
レ 暮 ら
し の 架
け橋

喫茶・栄養相談 うえの
喫茶毎日

近隣住民 管理栄養士 時間程度 事業所前のボードで案内周知 高齢者の食事相談によるフレイル対策

リ ガ ー
レ 暮 ら
し の 架
け橋

こども 番のいえ登録 運営推進会議で自治連会長から ＰＴＡ、自治会、警察 地域の見守りネットワークに参加
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

北桑会 地域学童クラブの運営 京都市補助事業
（京北学童クラブ）

日曜日、 ～ 以外毎
日営業

地域に児童館なし。学童が必要な つの小学校児童の放課
後の居場所がない。

小学校、教育委員会、保護者
しゅうざん施設ほか

運営費、車両費、運営費、車
両費人件費、人件費 万円
（運営補助金あり）

地域的に放課後 小学校に車
で迎えにいく。

地域の子育て支援、就労支援に大きく貢献。
年度、小中一貫新校舎内に移転が決定。

北桑会 配食サービスの実施 土曜、日曜以外 市社協（京都市、南丹市）受託事業。独居高齢者の食生活
の問題

民生児童委員、市社協
ケアハウス及びデイ職員

弁当箱代 約 円
公用車、燃料代

独自、委託配食の 本立て 食事を喜んでいただきながら、安否確認につ
ながっている。

北桑会 法人サークル「よさこい共」活動 定期 過疎化の進む地域の活性化が必用 施設職員、地域の方、団体 法人から活動補助金 万円
年
を支給。

法人内行事、地域の催しからの
依頼に参加。

地域へのアピール効果（企業魅力）、職員の
ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝｱｯﾌﾟ。

北桑会 研修会（地域内事業所参加型） 年 回（ 日） 外部研修への参加減少あり 包括、介護保険事業者など 講師代 万円、広報代
円

懇親会に法人補助 円 人 他事業者との交流、連携強化

北桑会 美山ボランティア部活動 年 回程度 美山やすらぎホーム職員有志 ごみ拾い備品代 円 年
Ｔシャツ、処分費用

地域を限定して、職員 名程
度でゴミ、空き缶を拾い集め
る。

地域から安心感をもってもらえる。

北桑会 地域行事「グランドゴルフ」大会への協賛 年間 回 地域の元気な高齢者の間でさかんなスポーツとなってい
る。

法人役員、元役員
地域の諸団体

協賛のお祝い金 円 回
景品の購入

協賛で実施、理事長始め歴代役
員も一緒に協議に参加。

法人の認知度をあげ、サービスにつなげてい
く。

北桑会 地域とのふれあい祭りを開催
（拠点ごと）

年 回
（各拠点）

施設入所者、利用者と地域との交流の機会が少ない 行政関係、諸団体、利用者家族
、ボランティア

食材、備品レンタル、御礼な
ど
法人総額 約 万円

施設の実行委員会を中心に企
画し地域からの出店も受ける。

地域交流、利用者の楽しみの機会
、職員の団結力の強化

北桑会 地元産バイオマス燃料の利用＠ 円 Ｋｇ 豊和園 日
しゅう ヶ月

再生可能エネルギー利用促進、地元企業の製品普及の強力 地元企業、京都市ほか 木質ペレット燃料 万円
年間
保守、維持費 万円 年

施設内の給湯、床暖房に使用 Ｃｏ 削減、地元企業活性化。

北桑会 地域への施設機能の開放 会議・レク時 気軽に利用できる場所が少ない
（冷暖房、障害者トイレ利用可）

各、団体や地域包括支援センタ
ー。

喫茶メニューコスト、広報活
動
空調、電気代

空手教室、しゅうざん喫茶、俳
句教室、
他事業所研修会、勉強会

地域交流、情報開示の場ともなっている。

北桑会 地域社協行事の送迎（公用車 運転手） 適時 交通インフラが不便である 社協 燃料費、職員派遣費用 依頼があった日時に公用車を
運転手つきで派遣。

地域、団体とのつながり強化。法人サービス
の利用促進。

北桑会 消防団員（職員）活動の支援 常時 過疎化の地域、消防団員の減少、昼間、団員不在など 京都市右京消防署、中部広域消
防組合、職員ほか

非常時のシフト変更や有給
扱いの処理での手間とコス
ト発生。

団員の緊急出動の際の配慮や
勤務中の出勤扱いでの対応

京都市消防団協力事業所の認定済み。

しゅうざん 月 回 地域の café 的な交流の場が不足 地域住民、第三者委員 ケーキセット 円
栄養士の手作りケーキ

特別養護老人ホーム利用者、家
族、地域の住民が集えるスペー
スにて 時間開店。

施設入所者と地域との継続した関係が作れ
る。施設機能の開放で地域の理解が得られや
すい。

ヨガ教室 毎週 回 職員及び地域の方の健康づくりとしてヨガ教室を開催 ヨガ指導者
職員、地域の若い世代の住民

法人所有の建物を教室に提
供。ヨガ指導料を法人が負
担。

職員を通じて地域に広報 健康の増進、高齢者事業、施設への若い世代
の関心が集まり、雇用の機会となる。
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（課題把握の経路）
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発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等
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（京北学童クラブ）

日曜日、 ～ 以外毎
日営業
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後の居場所がない。
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

松光会 風水災害時避難所
風水災害時の避難所として、地域住民を受け入れ
ている。

風水災害時
年数回

近隣の小学校が避難所となっているが、地域の高齢者が風
水災害時に避難し、生活することが容易でなくなってい
る。

自治会会長 地域住民用に停電時の電源
の確保のため、発電機 台
（ 万円相当）、その他、懐
中電灯、ランタン、投光器を
購入。
担当職員の超過勤務手当等
は発生しない。

避難を受け入れた際は、自治会
会長と連絡を取り、地域住民の
安否を知らせる。

地域住民の安全、安心を確保することができ
る。

松光会 介護保険認定を受けた方の再就職支援 週に 回の訪問 年前まで関東に住んでおられた為、地域に知り合いがお
られず、介護保険認定前は困った時に頼る先が全くなかっ
た。
住民の大半が学生のマンションに住んでいる為近所付き
合いがない。

地域包括職員、 （弟） ボランティアで小規模多機
能スタッフ（主にケアマネ）
が週に 回訪問（ 分程度）

小規模のスタッフが週に 回
訪問し、状態に変化がある場合
は地域包括に連絡し、地域包括
職員とご本人と一緒に課題に
対する解決方法を模索する。

介護保険認定を受けたが小規模多機能を利
用することで、状態が改善し、小規模多機能
を使わなくても生活できるようになった。小
規模多機能のスタッフが中心に見守り活動
を行い、現在、週に 時間程就労できるよ
うになった。

松光会 認知症サポーター養成講座や徘徊模擬訓練への企
画・実行を行っている。

会議は ヶ月に 回 学生の街なので、人は多いが地域住民の関わりがうすい、
また認知症への理解も不十分

地域包括職員、圏域の介護保険
事業所

会議や催しにスタッフを出
す為にその日は普段より余
分にスタッフを配置してい
るので、人件費が必要。

地域の専門職員と連携、情報共
有などのやりとりを行ってい
る。

地域住民に認知症に対する理解・普及、啓発
活動に貢献できている。

松光会 注意欠陥多動性障害の支援 ヶ月に 度程度 地域住民と一切交流なし 担当ケアマネージャー、地域包
括職員、民生委員

夕方以降に貸し出すことに
なる為、使用後の風呂掃除の
為にスタッフが対応するが、
費用は発生しない。

担当ケアマネージャー、地域包
括職員、民生委員との連携、情
報共有などを行っている。

注意欠陥多動性障害の為、近隣の銭湯、介護
保険事業所から出入り禁止を受けている方
に対して、ご本人からの相談があった時に、
小規模多機能のお風呂を貸し出している。

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

松光会 風水災害時避難所
風水災害時の避難所として、地域住民を受け入れ
ている。

風水災害時
年数回

近隣の小学校が避難所となっているが、地域の高齢者が風
水災害時に避難し、生活することが容易でなくなってい
る。

自治会会長 地域住民用に停電時の電源
の確保のため、発電機 台
（ 万円相当）、その他、懐
中電灯、ランタン、投光器を
購入。
担当職員の超過勤務手当等
は発生しない。

避難を受け入れた際は、自治会
会長と連絡を取り、地域住民の
安否を知らせる。

地域住民の安全、安心を確保することができ
る。

松光会 介護保険認定を受けた方の再就職支援 週に 回の訪問 年前まで関東に住んでおられた為、地域に知り合いがお
られず、介護保険認定前は困った時に頼る先が全くなかっ
た。
住民の大半が学生のマンションに住んでいる為近所付き
合いがない。

地域包括職員、 （弟） ボランティアで小規模多機
能スタッフ（主にケアマネ）
が週に 回訪問（ 分程度）

小規模のスタッフが週に 回
訪問し、状態に変化がある場合
は地域包括に連絡し、地域包括
職員とご本人と一緒に課題に
対する解決方法を模索する。

介護保険認定を受けたが小規模多機能を利
用することで、状態が改善し、小規模多機能
を使わなくても生活できるようになった。小
規模多機能のスタッフが中心に見守り活動
を行い、現在、週に 時間程就労できるよ
うになった。

松光会 認知症サポーター養成講座や徘徊模擬訓練への企
画・実行を行っている。

会議は ヶ月に 回 学生の街なので、人は多いが地域住民の関わりがうすい、
また認知症への理解も不十分

地域包括職員、圏域の介護保険
事業所

会議や催しにスタッフを出
す為にその日は普段より余
分にスタッフを配置してい
るので、人件費が必要。

地域の専門職員と連携、情報共
有などのやりとりを行ってい
る。

地域住民に認知症に対する理解・普及、啓発
活動に貢献できている。

松光会 注意欠陥多動性障害の支援 ヶ月に 度程度 地域住民と一切交流なし 担当ケアマネージャー、地域包
括職員、民生委員

夕方以降に貸し出すことに
なる為、使用後の風呂掃除の
為にスタッフが対応するが、
費用は発生しない。

担当ケアマネージャー、地域包
括職員、民生委員との連携、情
報共有などを行っている。

注意欠陥多動性障害の為、近隣の銭湯、介護
保険事業所から出入り禁止を受けている方
に対して、ご本人からの相談があった時に、
小規模多機能のお風呂を貸し出している。

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

六心会 きいとカフェ＆サロン
場所：地域密着型特養きいと
キーワード：健康
内容：カフェは健康スムージー提供、サロンはエロ
ンゲーション教室（体幹と手足を同時に動かすト
レーニング、柔軟性と筋力、バランス能力を高め
る）

月 回
第 ・ 木曜

お花見カフェなど
も開催

当初の課題
⚫ きいとの地域交流スペースが地域からの認知度が低く、
十分な活用に繋がっていない。

⚫ 毎年、夏休みには地域の子どもがラジオ体操に施設の駐
車場を利用しており、先ずは夏休みに子供向けのワーク
ショップの企画を地元自治会長や民生児童委員に相談
したが難しい感触であった。

⚫ 各地域でサロンは開催されているが、 歳や 歳以上
と年齢制限があり、元気高齢者向けのサロンがない

⚫ 健康維持を気にする住民は多いが、身近な場所（徒歩圏
内）で気軽に健康作りを体験する場所がないという想定
から始まった。

⚫ 地域の中に同様の趣旨で開催されているサロンもあり、
当該カフェ・サロンの内容が重複しないように心掛け
た。

カフェ＝地域ボランティア 名
が当番制で担当
サロン＝老健リハビリテーショ
ン専門職

【初期コスト】
カフェ（什器）￥
サロン（バンド等）￥

行政から補助金
￥
【ランニングコスト】
なし

⚫ 法人には老健がありリハの
専門職がいることをアピー
ルしたい。身近な存在であ
り、気軽に相談してもらえ
る関係作り

⚫ サロン参加者には出席カー
ド作成（ワンポイントアド
バイス）

⚫ ボランティアには継続参加
の工夫で懇親会開催。
懇親会（＝意見交換会）を
開催した。ボランティアが
主体となって活動のエンジ
ンになる工夫が必要で、そ
の第 歩であった。

⚫ 元気高齢者の集いの場の提供
⚫ 隣接施設（通所リハ）の利用者の外出の

機会が増えた
⚫ 介護予防・健康への取り組み意識の向上
⚫ 法人老健のリハビリテーション専門職の

専門性発揮の場としての意味があり、就
労意欲向上に加え、地域住民との関係性
構築、顔の見える関係を築くきっかけと
なっている。

⚫ カフェボランティアの育成が課題であ
る。ボランティア自らが考え実現へ導き
ボランティアならではの活動が促進され
るようなコーディネーションを法人が学
ぶ必要がある。

六心会 きいとワンディワークショップ 月 回 ⚫ 文化的で創造的な技能を持っている人的資源が、地域
住民や利用者家族等におられることを法人職員が把握
していた。

⚫ その方々の技能発揮の場として施設のスペースの活用
ができないか検討、定期的にワークショップとして企
画開催することとした。

⚫ 趣味や生活の質を高める講座が徒歩圏内にあるという
ことは、地域住民のＱＯＬ向上に資すると想定した。

⚫ 地域の方で自分の知識や技術を伝えたいという人材が
おられる

⚫ ⚫ 地域住民
⚫ 地域の商店主（職人）
⚫ 地域で趣味の講座など開催し

ている人
⚫ 芸術などを仕事にしている地

域住民
⚫ 特定の趣味を持つ福祉関係者

フライヤー印刷費 ⚫ 法人の地域活動を検討する
テーブルとして【地域交流
活用ミーティング】を月
回開催した。六心会の各事
業所から担当職員を決め集
まり、地域の活動を六心会
全体で推進できるように工
夫した。

⚫ 郵便局やスーパー等にフラ
イヤーを置き、福祉施設の
イメージを変えるような工
夫をした。

⚫ 毎月 回定期開催の地域交流スぺース
活用ミーティングは職員の地域意識醸
成、地域活動について意見交換の場とし
て定着した。

⚫ 地元の商店主は職人を兼ねていることが
多く、講師として招くことにより、地域
住民が訪れやすい福祉施設へ変化しつつ
あるように感じる。

六心会 てんびん倶楽部運営
地域住民・福祉医療関係者・行政・社協などの連携
会議、毎回 名程度が集まる。六心会からは 名
参加し、事務局として企画調整、出前講座講師調整
など総合窓口を担う。

① 月 回
②実績
年度 件
年度 件

当初まちづくりのための意見交換から始まり、地域サロン
の停滞化等が課題として挙がった。
その後、専門職を講師として地域へ派遣する取り組みが始
まった。
地域住民が何に興味があるのか模擬講座を実施し参加者
にアンケート実施した

住民団体代表（自治連、民児協、
まち協）、市社協・地区社協、行
政、医療機関、歯科、薬局、法人
専門職など。
運営のパートナーは市社協。

コピー用紙など需用費、通信
費

事務局経費

⚫ 開催日を第三火曜日に固定
したことで、年間の開催日
がわかり、メンバーが参加
しやすい

⚫ 特に医療関係者が参加しや
すい日時に設定した

⚫ 年に 回は懇親会を開催し
緩い関係性をアピール

⚫ 地域の福祉関係の主な窓口や主となるメ
ンバーと、地域の中の高齢者関係の事業
所や医療職が顔の見える関係作りができ
た

⚫ 顔の見える関係から他の地域事業におい
ても連携がとりやすくなった

六心会 子ども食堂（コミュニティ食堂てんびんの里みな
み）
毎月第 金曜日 ： から ：
約 名の子どもが集まる。

月 回 子ども食堂が当該地域にも必要ではないかという気運が
あり、隣接養護ホームや地元民生児童委員、自治会役員等
と検討を始めた。子どもの居場所作りは、社協「五個荘地
区福祉活動計画」でも取り組み事項として挙げられてい
る。

近隣社福グロー・市社協・地区社
協・３地区自治会・六心会
協働

滋賀の縁センターからモデ
ル事業助成金 ￥

回当たり開催にて
収入￥
支出（食材費）￥

⚫ 子ども食堂についての勉強
会や研修に参加。また、他の
社会福祉法人が取り組んで
いる子ども食堂へ見学

⚫ 月の に向け関係者
の準備委員会を 月から開
催

⚫ 当初の周知方法は民生児童
委員の協力を得て自治会長
へ顔つなぎ。各地区に応じ
た方法（回覧・各戸へ配布）
で周知した

⚫ 「夏休みの過ごし方懇談
会」が各地域で小学校の先
生も交え保護者に開催され
る場を活用し周知活動

⚫ 開催前後に打ち合わせと反
省会を行う（実施側も不慣
れな為）

⚫ 子どもの顔を良く知ってい
る主任児童委員や民生児童

⚫ 子ども食堂を通して、県社協の開催して
いるレイカディア大学の方々が食材にと
畑つくりで参加など子ども食堂の活動を
通じて地域の関係性の強まりを感じる

⚫ 他の地域の次の子ども食堂開設のノウハ
ウを広げる

⚫ 高齢者施設であるが、子どもなど多世代
交流の広がり

⚫ 共同実施者である隣接の養護老人ホーム
入所者が会場準備や料理の手伝いの一部
を担い、入所者の役割とやりがいへつな
げることができた。子どもと一緒に食べ
られ入所者の生活が広がった。
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

六心会 きいとカフェ＆サロン
場所：地域密着型特養きいと
キーワード：健康
内容：カフェは健康スムージー提供、サロンはエロ
ンゲーション教室（体幹と手足を同時に動かすト
レーニング、柔軟性と筋力、バランス能力を高め
る）

月 回
第 ・ 木曜

お花見カフェなど
も開催

当初の課題
⚫ きいとの地域交流スペースが地域からの認知度が低く、
十分な活用に繋がっていない。

⚫ 毎年、夏休みには地域の子どもがラジオ体操に施設の駐
車場を利用しており、先ずは夏休みに子供向けのワーク
ショップの企画を地元自治会長や民生児童委員に相談
したが難しい感触であった。

⚫ 各地域でサロンは開催されているが、 歳や 歳以上
と年齢制限があり、元気高齢者向けのサロンがない

⚫ 健康維持を気にする住民は多いが、身近な場所（徒歩圏
内）で気軽に健康作りを体験する場所がないという想定
から始まった。

⚫ 地域の中に同様の趣旨で開催されているサロンもあり、
当該カフェ・サロンの内容が重複しないように心掛け
た。

カフェ＝地域ボランティア 名
が当番制で担当
サロン＝老健リハビリテーショ
ン専門職

【初期コスト】
カフェ（什器）￥
サロン（バンド等）￥

行政から補助金
￥
【ランニングコスト】
なし

⚫ 法人には老健がありリハの
専門職がいることをアピー
ルしたい。身近な存在であ
り、気軽に相談してもらえ
る関係作り

⚫ サロン参加者には出席カー
ド作成（ワンポイントアド
バイス）

⚫ ボランティアには継続参加
の工夫で懇親会開催。
懇親会（＝意見交換会）を
開催した。ボランティアが
主体となって活動のエンジ
ンになる工夫が必要で、そ
の第 歩であった。

⚫ 元気高齢者の集いの場の提供
⚫ 隣接施設（通所リハ）の利用者の外出の

機会が増えた
⚫ 介護予防・健康への取り組み意識の向上
⚫ 法人老健のリハビリテーション専門職の

専門性発揮の場としての意味があり、就
労意欲向上に加え、地域住民との関係性
構築、顔の見える関係を築くきっかけと
なっている。

⚫ カフェボランティアの育成が課題であ
る。ボランティア自らが考え実現へ導き
ボランティアならではの活動が促進され
るようなコーディネーションを法人が学
ぶ必要がある。

六心会 きいとワンディワークショップ 月 回 ⚫ 文化的で創造的な技能を持っている人的資源が、地域
住民や利用者家族等におられることを法人職員が把握
していた。

⚫ その方々の技能発揮の場として施設のスペースの活用
ができないか検討、定期的にワークショップとして企
画開催することとした。

⚫ 趣味や生活の質を高める講座が徒歩圏内にあるという
ことは、地域住民のＱＯＬ向上に資すると想定した。

⚫ 地域の方で自分の知識や技術を伝えたいという人材が
おられる

⚫ ⚫ 地域住民
⚫ 地域の商店主（職人）
⚫ 地域で趣味の講座など開催し

ている人
⚫ 芸術などを仕事にしている地

域住民
⚫ 特定の趣味を持つ福祉関係者

フライヤー印刷費 ⚫ 法人の地域活動を検討する
テーブルとして【地域交流
活用ミーティング】を月
回開催した。六心会の各事
業所から担当職員を決め集
まり、地域の活動を六心会
全体で推進できるように工
夫した。

⚫ 郵便局やスーパー等にフラ
イヤーを置き、福祉施設の
イメージを変えるような工
夫をした。

⚫ 毎月 回定期開催の地域交流スぺース
活用ミーティングは職員の地域意識醸
成、地域活動について意見交換の場とし
て定着した。

⚫ 地元の商店主は職人を兼ねていることが
多く、講師として招くことにより、地域
住民が訪れやすい福祉施設へ変化しつつ
あるように感じる。

六心会 てんびん倶楽部運営
地域住民・福祉医療関係者・行政・社協などの連携
会議、毎回 名程度が集まる。六心会からは 名
参加し、事務局として企画調整、出前講座講師調整
など総合窓口を担う。

① 月 回
②実績
年度 件
年度 件

当初まちづくりのための意見交換から始まり、地域サロン
の停滞化等が課題として挙がった。
その後、専門職を講師として地域へ派遣する取り組みが始
まった。
地域住民が何に興味があるのか模擬講座を実施し参加者
にアンケート実施した

住民団体代表（自治連、民児協、
まち協）、市社協・地区社協、行
政、医療機関、歯科、薬局、法人
専門職など。
運営のパートナーは市社協。

コピー用紙など需用費、通信
費

事務局経費

⚫ 開催日を第三火曜日に固定
したことで、年間の開催日
がわかり、メンバーが参加
しやすい

⚫ 特に医療関係者が参加しや
すい日時に設定した

⚫ 年に 回は懇親会を開催し
緩い関係性をアピール

⚫ 地域の福祉関係の主な窓口や主となるメ
ンバーと、地域の中の高齢者関係の事業
所や医療職が顔の見える関係作りができ
た

⚫ 顔の見える関係から他の地域事業におい
ても連携がとりやすくなった

六心会 子ども食堂（コミュニティ食堂てんびんの里みな
み）
毎月第 金曜日 ： から ：
約 名の子どもが集まる。

月 回 子ども食堂が当該地域にも必要ではないかという気運が
あり、隣接養護ホームや地元民生児童委員、自治会役員等
と検討を始めた。子どもの居場所作りは、社協「五個荘地
区福祉活動計画」でも取り組み事項として挙げられてい
る。

近隣社福グロー・市社協・地区社
協・３地区自治会・六心会
協働

滋賀の縁センターからモデ
ル事業助成金 ￥

回当たり開催にて
収入￥
支出（食材費）￥

⚫ 子ども食堂についての勉強
会や研修に参加。また、他の
社会福祉法人が取り組んで
いる子ども食堂へ見学

⚫ 月の に向け関係者
の準備委員会を 月から開
催

⚫ 当初の周知方法は民生児童
委員の協力を得て自治会長
へ顔つなぎ。各地区に応じ
た方法（回覧・各戸へ配布）
で周知した

⚫ 「夏休みの過ごし方懇談
会」が各地域で小学校の先
生も交え保護者に開催され
る場を活用し周知活動

⚫ 開催前後に打ち合わせと反
省会を行う（実施側も不慣
れな為）

⚫ 子どもの顔を良く知ってい
る主任児童委員や民生児童

⚫ 子ども食堂を通して、県社協の開催して
いるレイカディア大学の方々が食材にと
畑つくりで参加など子ども食堂の活動を
通じて地域の関係性の強まりを感じる

⚫ 他の地域の次の子ども食堂開設のノウハ
ウを広げる

⚫ 高齢者施設であるが、子どもなど多世代
交流の広がり

⚫ 共同実施者である隣接の養護老人ホーム
入所者が会場準備や料理の手伝いの一部
を担い、入所者の役割とやりがいへつな
げることができた。子どもと一緒に食べ
られ入所者の生活が広がった。
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

委員に受付をお願いしてい
る

⚫ 近隣の福祉関係の短大生の
ボランティア

⚫ 食材の調達について、野菜
や米は地域に呼びかけ、寄
付により集めている。また
地域の有志が清水苑の畑を
利用し玉ねぎを植栽、収穫、
食材として使用した。地域
から食材の寄付は増加傾向
である。

⚫ 寄付以外の食材については
費用が発生するがその財源
が課題である。

六心会 介護のイロハ介護技術研修 １月 回の 回コース ⚫ 初めて家族介護を始める方々も含め、改めて学びたいと
いう老健利用の家族や地域の方々にむけた研修会

⚫ 老健の在宅復帰に向けた家族支援の取組

老健の職員が講師となり開催し
ているが、他の事業所の職員も
講師として協力

⚫ チラシの工夫
乗り降りのコツ伝授しま

す
脱ぎ着のコツ伝授しま

す
など、介護をする家族目線のチ
ラシ

半年 回コースで日程を確定
しておき周知した

⚫ 在宅での介護の困りごとや、分からな
いけどどうにかやっている方のお悩み
相談に繋がった

⚫ 職員が講師になることで、職員への在
宅復帰への支援の意識が強まった

⚫ 職員が地域、家族の方々と話せる場が
できた

六心会 法人職員が委員として他団体の活動に参画する

⚫ 市域・・・第 層協議体への参加（委員）
⚫ 日常生活圏域・・第 層協議体への参加（委員）、
五個荘地区社協の理事

⚫ 小地域・・・自治会の福祉会議や見守り会議への
参加

月に ～ 回の活動 ⚫ 地域活動を進め地域市民団体等と交流する中で、地域活
動計画の策定などに関し意見を求められることが多く
なり、その延長で委員・役員としての参画も依頼された。
【委員就任】
➢ 第 層協議体

東近江市社会福祉協議会主催、市域全体の福祉推進
会議

➢ 第 層協議体
五個荘地区社会福祉協議会主催、日常生活圏域の地
域福祉活動推進会議

➢ 小地域
自治会の福祉推進会議や見守りマップ作り会議へ
の参加

【役員就任】
➢ 五個荘地区社会福祉協議会理事（辻）
➢ 五個荘まちづくり協議会 推進委員（辻）

東近江市社会福祉協議会
五個荘地区社会福祉協議会
五個荘まちづくり協議会

地域支援担当職員人件費 ⚫ 社会福祉法人職員として専
門的な視点に加え、住民と
しての視点を常に意識して
いる。

⚫ 地域住民が本来持つ力量や
ネットワークを阻害しない
よワーク、主体は住民であ
ることを常に意識してい
る。

⚫ 地域、行政、社協など依頼が
あれば、必ず調整して参加
するようにしている。

⚫ 地域や社協が開催する研
修、フォーラム、イベントへ
の参加も可能な範囲で参加
する。

⚫ 第 層協議体
【住民と医療専門職がつながるプロジェク
ト】で寸劇を作り、地域支え合い活動の
をおこなった。
⚫ 第 層協議体
「自治会カルテ」作成
ある自治会へ出向きヒアリングを実施。

地域活動の工夫、地域課題の内容把握に加
え、顔の見える関係性構築へ繋がった。次
年度展開の素地ができた。
⚫ 五個荘地区社協の理事就任
地区社協の役割、仕組みなど理解が深まっ
た。理事として地域の研修に参加、地域住
民とダイレクト対話する機会が増え、地域
の活動や福祉を住民自身がどのように考え
ているのかなど
⚫ 小地域推進会議に参加
地域の課題を地域の方と一緒に考える事が
できた。相談を受けたり、意見を求められ
るようになり専門職の役割が意識できた
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

委員に受付をお願いしてい
る

⚫ 近隣の福祉関係の短大生の
ボランティア

⚫ 食材の調達について、野菜
や米は地域に呼びかけ、寄
付により集めている。また
地域の有志が清水苑の畑を
利用し玉ねぎを植栽、収穫、
食材として使用した。地域
から食材の寄付は増加傾向
である。

⚫ 寄付以外の食材については
費用が発生するがその財源
が課題である。

六心会 介護のイロハ介護技術研修 １月 回の 回コース ⚫ 初めて家族介護を始める方々も含め、改めて学びたいと
いう老健利用の家族や地域の方々にむけた研修会

⚫ 老健の在宅復帰に向けた家族支援の取組

老健の職員が講師となり開催し
ているが、他の事業所の職員も
講師として協力

⚫ チラシの工夫
乗り降りのコツ伝授しま

す
脱ぎ着のコツ伝授しま

す
など、介護をする家族目線のチ
ラシ

半年 回コースで日程を確定
しておき周知した

⚫ 在宅での介護の困りごとや、分からな
いけどどうにかやっている方のお悩み
相談に繋がった

⚫ 職員が講師になることで、職員への在
宅復帰への支援の意識が強まった

⚫ 職員が地域、家族の方々と話せる場が
できた

六心会 法人職員が委員として他団体の活動に参画する

⚫ 市域・・・第 層協議体への参加（委員）
⚫ 日常生活圏域・・第 層協議体への参加（委員）、
五個荘地区社協の理事

⚫ 小地域・・・自治会の福祉会議や見守り会議への
参加

月に ～ 回の活動 ⚫ 地域活動を進め地域市民団体等と交流する中で、地域活
動計画の策定などに関し意見を求められることが多く
なり、その延長で委員・役員としての参画も依頼された。
【委員就任】
➢ 第 層協議体

東近江市社会福祉協議会主催、市域全体の福祉推進
会議

➢ 第 層協議体
五個荘地区社会福祉協議会主催、日常生活圏域の地
域福祉活動推進会議

➢ 小地域
自治会の福祉推進会議や見守りマップ作り会議へ
の参加

【役員就任】
➢ 五個荘地区社会福祉協議会理事（辻）
➢ 五個荘まちづくり協議会 推進委員（辻）

東近江市社会福祉協議会
五個荘地区社会福祉協議会
五個荘まちづくり協議会

地域支援担当職員人件費 ⚫ 社会福祉法人職員として専
門的な視点に加え、住民と
しての視点を常に意識して
いる。

⚫ 地域住民が本来持つ力量や
ネットワークを阻害しない
よワーク、主体は住民であ
ることを常に意識してい
る。

⚫ 地域、行政、社協など依頼が
あれば、必ず調整して参加
するようにしている。

⚫ 地域や社協が開催する研
修、フォーラム、イベントへ
の参加も可能な範囲で参加
する。

⚫ 第 層協議体
【住民と医療専門職がつながるプロジェク
ト】で寸劇を作り、地域支え合い活動の
をおこなった。
⚫ 第 層協議体
「自治会カルテ」作成
ある自治会へ出向きヒアリングを実施。

地域活動の工夫、地域課題の内容把握に加
え、顔の見える関係性構築へ繋がった。次
年度展開の素地ができた。
⚫ 五個荘地区社協の理事就任
地区社協の役割、仕組みなど理解が深まっ
た。理事として地域の研修に参加、地域住
民とダイレクト対話する機会が増え、地域
の活動や福祉を住民自身がどのように考え
ているのかなど
⚫ 小地域推進会議に参加
地域の課題を地域の方と一緒に考える事が
できた。相談を受けたり、意見を求められ
るようになり専門職の役割が意識できた
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

六心会 地域イベント参加
 自治会夏祭りに模擬店出店（カレーライス）
 日常生活圏域フェスに模擬店出店（おでん・たこせん）
地域協議会への参加
 「いっそう元気！東近江」地域支え合い推進協議体（東近江市第 層協議体）
 五個荘地区住民福祉推進員会（東近江市第 層協議体）
 ごかしょう安心サポート委員会（五個荘地区に認知症の理解を広げるため、行方不明者早期発見保護訓練や研修など実施）
 東近江市市民協働推進委員会（市民と行政協働によるまちづくり推進）
地域の福祉教育
 小中学校へ講師派遣
地域防災
 五個荘総合防災訓練に福祉避難所の出先として参加
 専門福祉避難所
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 リガーレ地域公益的取組に関するヒアリングシート

法人名 主な取り組み名称と内容等 頻度 把握している地域課題
（課題把握の経路）

地域での協力者や
外部機関などの連携先

発生するコストや
資金源と概算金額など 仕組み工夫など、その他 考えられる成果等

六心会 地域イベント参加
 自治会夏祭りに模擬店出店（カレーライス）
 日常生活圏域フェスに模擬店出店（おでん・たこせん）
地域協議会への参加
 「いっそう元気！東近江」地域支え合い推進協議体（東近江市第 層協議体）
 五個荘地区住民福祉推進員会（東近江市第 層協議体）
 ごかしょう安心サポート委員会（五個荘地区に認知症の理解を広げるため、行方不明者早期発見保護訓練や研修など実施）
 東近江市市民協働推進委員会（市民と行政協働によるまちづくり推進）
地域の福祉教育
 小中学校へ講師派遣
地域防災
 五個荘総合防災訓練に福祉避難所の出先として参加
 専門福祉避難所
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第３章 リガーレ統一研修 

１．リガーレ統一研修 について 

平成２７年度からリガーレグループの研修の仕組みとして「リガーレ統一研修」を年間通

じてグループ法人の職員に提供する事業を開始した。研修の構成としては、採用時の新人研

修から始まり、入職 1 年目職員対象の専門研修Ⅰ、入職２年目以降職員退職の専門研修Ⅱ、

平成２９年度からは、採用５年目以降のチーム内で OJT を担当する職員対象の専門研修Ⅲ

も加えて一般職員向けの専門研修の体系が整備されて現在に至っている。専門研修は、例年

通り実施した。役職者対象の研修として、リーダー・役職者合同研修として、介護場面でも

応用できる視点、知識、技術として「リハビリテーション」について専門職を招き学んだ。

また、役職者研修においては、1 年間をかけて現場の事例に向き合い、集合研修ではマネジ

メントの報告をもとにグループスーパービジョンの手法で演習を行い、役職者としての成

長を支援した。 

 他、介護福祉士ファーストステップ研修、介護職員実務者研修、介護福祉士及び介護支援

専門員資格取得支援研修を開催し、年間６５回開催、延べ８４４名の受講があった。尚、２

月、３月は感染症予防対策で研修を中止したため、一昨年に比べて参加者数が減少する結果

となった。 

 

２．令和元年度の新な取組み 

令和元年度は、ケアワークで大切は視点である生活の自立の視点としてリハビリテーシ

ョン（re－habilitation）の考え方を学ぶ研修を実施した。施設サービスの利用者が重度化

する中、身体的自立よりは心理的・社会的自立に重きをおくといった傾向はみられなくはな

い。しかし、一方で、専門職側が、身体的も重度であることを前提に身体的機能の復興や支

援をあきらめてしまってはいないかといった課題がある。そこで、平成３０年度の当該事業

においては、「介護現場でのリハビリテーション指導の研修会～介護人材に新たな魅力を伝

えるために～」研修会を開催し、「自立支援教育の実際」というテーマで煌めく帰り花プロ

ジェクト代表の作業療法士・作業療法学修士 西野 歩氏に講演いただいた。特別養護老人

ホームの介護職員に対する教育の実際、サービスやケア向上に関する成果など事例を通じ

て学ぶ機会を持った。 

続く、令和元年度においては、研修会という形ではなく、「リーダー役職者合同研修として」

リガーレ統一研修に取り込む形で 3回にわたり開催した。プログラムは以下の通りである。 

第 1 回 人の身体や構造の理解「リハビリテーション概論」 

第 2 回 人の身体や構造の理解「生活に必要な運動学」 

第 3 回 人の身体や構造の理解「生活支援に生かすリハビリテーションの視点」 

※講師：社会福祉法人六心会 作業療法士 小菅知子氏 

 リハビリテーション研修の成果として、①リハビリテーションの概念学び、介護もリハビ

リテーションも基軸とする考え方や理念は同じであるということを確認できた。②介護現
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第３章 リガーレ統一研修 

１．リガーレ統一研修 について 

平成２７年度からリガーレグループの研修の仕組みとして「リガーレ統一研修」を年間通

じてグループ法人の職員に提供する事業を開始した。研修の構成としては、採用時の新人研

修から始まり、入職 1 年目職員対象の専門研修Ⅰ、入職２年目以降職員退職の専門研修Ⅱ、

平成２９年度からは、採用５年目以降のチーム内で OJT を担当する職員対象の専門研修Ⅲ

も加えて一般職員向けの専門研修の体系が整備されて現在に至っている。専門研修は、例年

通り実施した。役職者対象の研修として、リーダー・役職者合同研修として、介護場面でも

応用できる視点、知識、技術として「リハビリテーション」について専門職を招き学んだ。

また、役職者研修においては、1 年間をかけて現場の事例に向き合い、集合研修ではマネジ

メントの報告をもとにグループスーパービジョンの手法で演習を行い、役職者としての成

長を支援した。 

 他、介護福祉士ファーストステップ研修、介護職員実務者研修、介護福祉士及び介護支援

専門員資格取得支援研修を開催し、年間６５回開催、延べ８４４名の受講があった。尚、２

月、３月は感染症予防対策で研修を中止したため、一昨年に比べて参加者数が減少する結果

となった。 

 

２．令和元年度の新な取組み 

令和元年度は、ケアワークで大切は視点である生活の自立の視点としてリハビリテーシ

ョン（re－habilitation）の考え方を学ぶ研修を実施した。施設サービスの利用者が重度化

する中、身体的自立よりは心理的・社会的自立に重きをおくといった傾向はみられなくはな

い。しかし、一方で、専門職側が、身体的も重度であることを前提に身体的機能の復興や支

援をあきらめてしまってはいないかといった課題がある。そこで、平成３０年度の当該事業

においては、「介護現場でのリハビリテーション指導の研修会～介護人材に新たな魅力を伝

えるために～」研修会を開催し、「自立支援教育の実際」というテーマで煌めく帰り花プロ

ジェクト代表の作業療法士・作業療法学修士 西野 歩氏に講演いただいた。特別養護老人

ホームの介護職員に対する教育の実際、サービスやケア向上に関する成果など事例を通じ

て学ぶ機会を持った。 

続く、令和元年度においては、研修会という形ではなく、「リーダー役職者合同研修として」

リガーレ統一研修に取り込む形で 3回にわたり開催した。プログラムは以下の通りである。 

第 1 回 人の身体や構造の理解「リハビリテーション概論」 

第 2 回 人の身体や構造の理解「生活に必要な運動学」 

第 3 回 人の身体や構造の理解「生活支援に生かすリハビリテーションの視点」 

※講師：社会福祉法人六心会 作業療法士 小菅知子氏 

 リハビリテーション研修の成果として、①リハビリテーションの概念学び、介護もリハビ

リテーションも基軸とする考え方や理念は同じであるということを確認できた。②介護現

場では、「リハビリ」という言葉でまとめがちであった行動が、実は、介護の専門職が担う

べきことであったという気づきがった。つまり、理学療法士や作業療法士でなくても、暮ら

しを支える介護職にできることがあることを知ったことである。参加者からは、更に具体的

な介護場面で活かす方法の実際を学びたいという要望も多く、令和２年度のリガーレ研修

においても継続して実施する予定である。 

 

３．好事例の紹介 

 ここでは、リガーレグループ法人で、リガーレ統一研修を取込み独自の研修を開発した事

例を紹介する。いずれも、育成と定着を図るために、採用した新人を対象にした取組みであ

る。 

（１） 介護過程の展開を用いた OJT―E 法人の取組み 

・対象：新人２名 育成担当者２名 

・内容：新人と育成者が同じ１事例を担当し介護過程展開を実施する。 

・ねらい：同じ事例を新人と育成担当者の先輩で介護過程の展開をすることで視点の違いを

発見し、互いの考えを意見交換することができる。新人が介護過程の展開の基本的なプロ

セスを経験する際に育成担当者は助言し、協力しながら情報を収集することができる。プ

ロセスを共有していく中で育成担当者は新人がどのようなことに悩みつまずいているの

か把握できタイムリーなサポートが可能となる。 

・方法：入職より 6 か月経過時点で実施される、個別テーマ学習の発表を終えたのち、事業

所内研修において育成担当者、新人を対象として「介護過程展開基礎理解」の講義を受講

する。新人が対象の利用者を決定し、同じ事例の方を育成担当者も介護過程を展開する。 

新人育成プログラムにおいて作成されている介護過程展開シートを使用し①情報収集

⇒②分析⇒③課題整理⇒④介護計画⇒⑤実践⇒⑥評価・考察と進んでいく。 

 育成担当者は①から④を約 2 週間で整理、主任の面談でプレゼンテーション実施。新人は

2 週間で①情報収集を実施した時点で、育成会議で進捗状況や困っていること、わからない

事を整理して、その後 4 週間で育成担当者とともに②～④を作成する。 

再度育成会議において内容の確認や助言をもらう場を持ち、その後１～2 週間で⑤及び⑥

を実施 整理の時間を持ったうえで、法人内新人発表会において報告する。報告に至るプロ

セスに育成担当者は伴走する。 

 技術の指導が中心になりがちな介護現場において、入職後、早い段階で介護過程の展開を

実践することは、情報の持つ意味や、情報を分析するための知識の必要に迫られる。育成担

当者も新人に指導しなければならないがゆえに文献を調べたり、他職種から情報を得たり

することの重要性に迫られる。 

成果は、発表会という形式をとることにより聞く人にわかりやすく伝える工夫について

も学び、育成担当者と新人が協力して事例の方のより良い暮らしを意識し、介護職員として

成長できる経験となった。 
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（２）個別のテーマで研究―G 法人の取組み 

・対象：新卒新人６名 

・内容：１年間で取組む研究テーマをきめて、年度末に成果を報告する 

・ねらい：実践現場での知識、技術の習得と並行して、テーマを決めて問題意識をもって深

く研究することにより、実践する、考察する、探求するといった経験学習を身に着けるこ

とができる。 

・方法：採用１か月目は毎週１回、３か月目までは２週間に１回、その後月に１回集合研修

を行う。内容は、自身の実践の成果や課題の報告を行う。報告に対して先輩や上司から助

言などスーパーバイズを受ける。研究の進捗に対して助言を受ける。 

  １年間、技術や知識を理念に結び付けて考察する場を振返り研修という方法で丁寧に 

伴走することにより、年度末の研究報告会では、価値、技術や知識、思考力はもとより、

人としての成長を確認できた。 

 

４．今後の課題 

 今後、グループとして研修事業を推進していく中で、課題を整理したい。現任者に育成に

ついては、一般的には、OJT（On-The-Job Training）、OFF-JT（Of-The-Job Training） 

SDS（Self Development System）がある。研修は OFF-JTにあたり、実践の場を離れて知

識の習得、考え方の整理や振返りの場であるが、課題は、学びを実際の介護場面や支援と結

び付けて活かすことである。ここで、研修効果測定で用いられる評以下の評価指標もとに、

リガーレ統一研修の特長を説明する。 

＊カールパトリックの４段階測定 

１段階―Reaction 受講者の満足度 

２段階―Learning 受講者の知識、スキルの習得度 

３段階―Behavior 受講者の職場での活用度 行動変容 

４段階―Results サービス、品質の向上 

 リガーレ統一研修においては、1段階では、研修を受講する環境（会場環境、利便性等含

む）については、年間を通じてほぼ同じ会場を確保できた。講義内容については、担当講師

任せになるのはなく、講師チームで内容を協議して提供している。２段階の受講者の知識、

スキルの習得度において、受け身で受講するのではなく、能動的で意図的な知識やスキルの

習得に対する動機づけを必要であり、講義だけではなく演習を多用して考えながら学べる

ように工夫している。また研修に送りだす各法人の上司や先輩には、研修後に「どんな学ん

できたのか」「どんな気づきがあったのか」「どう生かしていけるのか」といったことを対話

を通じて共有してもらうことをお願いしている。３段階の研修での学びを実践活かす行動

変容に関しては、研修講師も担っているリガーレのスーパーバイザーが、グループ法人を巡

回して研修での学びを実践で展開するための工夫の提示や助言を行うことでフォローして

いる。各法人の OJT の仕組み、人材育成の環境は一様ではなく、研修での学びと現場をつな
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（２）個別のテーマで研究―G 法人の取組み 

・対象：新卒新人６名 

・内容：１年間で取組む研究テーマをきめて、年度末に成果を報告する 

・ねらい：実践現場での知識、技術の習得と並行して、テーマを決めて問題意識をもって深

く研究することにより、実践する、考察する、探求するといった経験学習を身に着けるこ

とができる。 

・方法：採用１か月目は毎週１回、３か月目までは２週間に１回、その後月に１回集合研修

を行う。内容は、自身の実践の成果や課題の報告を行う。報告に対して先輩や上司から助

言などスーパーバイズを受ける。研究の進捗に対して助言を受ける。 

  １年間、技術や知識を理念に結び付けて考察する場を振返り研修という方法で丁寧に 

伴走することにより、年度末の研究報告会では、価値、技術や知識、思考力はもとより、

人としての成長を確認できた。 

 

４．今後の課題 

 今後、グループとして研修事業を推進していく中で、課題を整理したい。現任者に育成に

ついては、一般的には、OJT（On-The-Job Training）、OFF-JT（Of-The-Job Training） 

SDS（Self Development System）がある。研修は OFF-JTにあたり、実践の場を離れて知

識の習得、考え方の整理や振返りの場であるが、課題は、学びを実際の介護場面や支援と結

び付けて活かすことである。ここで、研修効果測定で用いられる評以下の評価指標もとに、

リガーレ統一研修の特長を説明する。 

＊カールパトリックの４段階測定 

１段階―Reaction 受講者の満足度 

２段階―Learning 受講者の知識、スキルの習得度 

３段階―Behavior 受講者の職場での活用度 行動変容 

４段階―Results サービス、品質の向上 

 リガーレ統一研修においては、1段階では、研修を受講する環境（会場環境、利便性等含

む）については、年間を通じてほぼ同じ会場を確保できた。講義内容については、担当講師

任せになるのはなく、講師チームで内容を協議して提供している。２段階の受講者の知識、

スキルの習得度において、受け身で受講するのではなく、能動的で意図的な知識やスキルの

習得に対する動機づけを必要であり、講義だけではなく演習を多用して考えながら学べる

ように工夫している。また研修に送りだす各法人の上司や先輩には、研修後に「どんな学ん

できたのか」「どんな気づきがあったのか」「どう生かしていけるのか」といったことを対話

を通じて共有してもらうことをお願いしている。３段階の研修での学びを実践活かす行動

変容に関しては、研修講師も担っているリガーレのスーパーバイザーが、グループ法人を巡

回して研修での学びを実践で展開するための工夫の提示や助言を行うことでフォローして

いる。各法人の OJT の仕組み、人材育成の環境は一様ではなく、研修での学びと現場をつな

ぐスーパーバイザーによる巡回事業は、グループとして、4 段階のケアの質、チームの質の

向上と標準化を推進するために研修事業を進めていくにあたり今後も必要であると考える。 

 ここ数年、経験や職位に合わせた研修体系の整理を進めて現在の体系に至っている。今後

は、一つひとつの研修内容について、講義や演習の組立て、時間の配分、ねらいや到達目標

などの協議が必要である。大きく内容を変えるのではなく、一つひとつのプログラムやシラ

バスの質を磨き上げる作業が必要である。グループによる共同募集や人材確保が進む中で、

確保した人材に対して、研修事業を通じて育成と定着をバックアップするために今後必要

な作業である。 
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ッ

プ
研

修
7
／

5
９

：
3
0
～

1
2
：
0
0

③
介

護
技

術
の

基
礎

・
認

知
症

の
基

礎
理

解
・
B

P
S
D

の
捉

え
方

7
/
5

②
介

護
技

術
の

応
用

と
展

開
・
対

象
者

に
合

わ
せ

生
活

支
援

と
環

境
つ

く
り

①
介

護
過

程
に

基
づ

く
技

術
・
知

識
の

展
開

・
専

門
研

修
Ⅰ

①
②

の
指

導
の

ポ
イ

ン
ト

・
チ

ー
ム

の
課

題
整

理

6
月

②
介

護
技

術
の

基
礎

・
食

事
・
口

腔
ケ

ア
・
ス

キ
ン

ケ
ア

6
/
7

8
月

④
介

護
技

術
の

基
礎

・
緊

急
時

・
事

故
対

応
・
高

齢
者

虐
待

・
身

体
拘

束
8
/
2

②
介

護
過

程
に

基
づ

く
技

術
・
知

識
の

展
開

・
専

門
研

修
Ⅰ

③
④

の
指

導
の

ポ
イ

ン
ト

・
多

職
種

連
携

1
0
月

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
1
0
／

4
9
：
3
0
～

1
2
:0

0
新

人
パ

ッ
ケ

ー
ジ

研
修

⑥
介

護
技

術
の

基
礎

・
介

護
過

程
の

展
開

  
事

例
演

習
1
0
/
4

9
月

⑤
介

護
技

術
の

基
礎

・
観

察
・
記

録
・
介

護
過

程
の

展
開

（
情

報
収

集
）

9
/
6

③
介

護
技

術
の

応
用

と
展

開
・
ケ

ア
に

つ
な

が
る

観
察

記
録

・
介

護
過

程
展

開
Ⅰ

（
基

礎
知

識
）

③
介

護
過

程
に

基
づ

く
技

術
・
知

識
の

展
開

専
門

研
修

Ⅰ
⑤

⑥
の

指
導

の
ポ

イ
ン

ト
・
自

己
の

介
護

観
・
倫

理
観

の
振

り
返

り

1
2
月

⑧
介

護
技

術
の

基
礎

・
高

齢
期

の
特

徴
・
疾

患
の

理
解

1
2
/
6

介
護

福
祉

士
受

験
対

策
講

座
(1

2
/
2
0
)

・
セ

ー
フ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
介

護
職

員
の

健
康

・
ス

ト
レ

ス
管

理

1
2
/
5
.

1
3

④
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
自

己
覚

知
・
リ

ー
ダ

ー
と

は
・
ど

ん
な

チ
ー

ム
を

作
る

の
　

　
か

1
2
/
1
1

1
2
/
2
4

④
介

護
過

程
に

基
づ

く
技

術
・
知

識
の

展
開

・
専

門
研

修
Ⅰ

⑦
⑧

の
指

導
の

ポ
イ

ン
ト

・
対

象
者

に
合

わ
せ

て
創

造
す

る
介

護

1
1
/
2
9

④
チ

ー
ム

運
営

の
基

礎
会

議
運

営
の

基
礎

　
　

　
９

：
３

０
～

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
⑨

介
護

技
術

の
基

礎
・
尊

厳
と

倫
理

：
ケ

ア
を

振
り

返
り

再
考

す
る

1
/
2
4

⑤
介

護
技

術
の

応
用

と
展

開
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
チ

ー
ム

ケ
ア

・
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

・
O

JT
の

基
本

的
な

考
え

方

1
/
3
1

1
1
/
2
2

1
1
月

⑦
介

護
技

術
の

基
礎

・
感

染
対

策
研

修
（
各

施
設

に
て

実
施

）
1
1
/
1

④
介

護
技

術
の

応
用

と
展

開
・
介

護
過

程
展

開
Ⅱ

Ⅲ
（
情

報
・
課

題
分

析
）

（
ケ

ア
プ

ラ
ン

）

3
月

終
了

研
修

3
/
6

9
：
3
0
～

1
2
:0

0

1
/
9

2
月

⑩
介

護
技

術
の

基
礎

・
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

・
食

生
活

を
支

え
る

視
点

2
/
7

⑤
介

護
過

程
に

基
づ

く
技

術
・
知

識
の

展
開

・
専

門
研

修
Ⅰ

⑨
⑩

の
指

導
の

ポ
イ

ン
ト

・
事

例
検

討
の

基
礎

知
識

⑤
チ

ー
ム

運
営

の
基

礎
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
　

　
　

　
１

３
：

３
０

～

1
/
1
6

・
家

族
や

地
域

の
支

援
力

活
用

と
強

化

⑥
チ

ー
ム

運
営

の
基

礎
自

己
の

ケ
ア

の
振

り
返

り
を

通
し

て
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
展

望
　

　
　

１
３

：
３

０
～

1
月

通
信

課
程

開
始

医
療

的
ケ

ア
・
9
月

１
２

日
・
9
月

1
３

日
（
予

備
日

)１
０

月
１

０
日

介
護

支
援

専
門

員
受

験
対

策
講

座
(9

/
1
3
)

介
護

福
祉

士
受

験
対

策
講

座
(8

/
2
3
)

介
護

支
援

専
門

員
受

験
対

策
講

座
(8

/
9
)

介
護

福
祉

士
受

験
対

策
講

座
(9

/
2
0
)

介
護

福
祉

士
受

験
対

策
講

座
(7

/
1
9
)

介
護

支
援

専
門

員
受

験
対

策
講

座
(7

/
1
2
)

介
護

福
祉

士
受

験
対

策
講

座
(6

/
2
1
)

ス
ク

ー
リ

ン
グ

介
護

過
程

Ⅲ
・
1
0
月

1
６

日
・
1
0
月

2
2
日

ス
ク

ー
リ

ン
グ

介
護

過
程

Ⅲ
・
1
1
月

6
日

・
1
1
月

1
2
日

ス
ク

ー
リ

ン
グ

介
護

過
程

Ⅲ
・
1
2
月

4
日

・
1
2
月

1
0
日

・
ニ

ー
ズ

と
行

動
へ

の
気

付
き

と
対

応

②
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

の
展

開
8
/
3
0

・
高

齢
者

の
尊

厳
と

倫
理

1
0
/
3
0

介
護

福
祉

士
受

験
対

策
講

座
(1

0
/
1
8
)

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
と

応
用

・
中

堅
職

員
と

し
て

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

9
/
2
0
.

2
1

③
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
福

祉
組

織
の

在
り

方

介
護

福
祉

士
受

験
対

策
講

座
(1

1
/
1
5
)

・
職

種
間

連
携

の
実

践
的

展
開

・
観

察
・
記

録
の

的
確

性

1
1
/
8

9

1
0
/
1
1

.1
2

7
/
1
7

9
/
1
7

1
1
/
2
9

8
/
1
.

6

③
チ

ー
ム

運
営

の
基

礎
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
コ

ー
チ

ン
グ

・
面

接
力

　
　

　
　

９
：

３
０

～

9
/
1
7

②
チ

ー
ム

運
営

の
基

礎
問

題
解

決
思

考
法

Ⅰ
・
Ⅱ

９
：
３

０
～

7
/
1
7

A

　
　

　
　

　
　

　
　

　
B

　
　

　
　

「
「
人

の
身

体
の

構
造

や
行

動
の

理
解

」
　

　
　

　
　

・
生

活
に

必
要

運
動

学

＊
専

門
Ⅲ

・
リ

ー
ダ

ー
　

　
　

　
A

　
　

　
「
人

の
身

体
の

構
造

や
行

動
の

理
解

　
　

　
　

　
　

・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

　
概

論
」

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ｃ
　

　
　

　
「
：
人

の
身

体
の

構
造

や
行

動
の

理
解

　
　

　
　

・
生

活
支

援
に

生
か

す
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
視

点

資
格

取
得

研
修

9
/
2
7

8
/
2
3

7
/
2
6

6
/
2
8

5
/
3
1

2
/
2
8

1
0
/
2
5

3
/
6
O

R
1

2
　⑤

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・
効

果
的

な
伝

え
方

2
/
1
8

・
問

題
解

決
の

た
め

の
思

考
法

・
自

職
場

課
題

の
解

決

介
護

福
祉

士
受

験
対

策
講

座
(1

/
1
7
)

第３章　添付資料
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日付 タイトル 会場 講師（敬称略） 受講者数
2019/4/1～5 新人研修 おんまえどおり地域サロン 村田他 117
2019/7/5 フォローアップ研修 おんまえどおり地域サロン 西村 18
2019/10/4 フォローアップ研修 おんまえどおり地域サロン 村田 16
2019/3/6 修了研修 おんまえどおり地域サロン 延期 0

151

2019/ 新人パッケージ研修 おんまえどおり地域サロン 各法人で開催 0
2019/ フォローアップ研修 おんまえどおり地域サロン 各法人で開催 0

0

2019/5/24 ①介護技術の基礎「トランスファー」「排泄」「入浴」「更衣動作」 おんまえどおり地域サロン 西村 19
2019/6/7 ②介護技術の基礎「食事」「口腔ケア」「スキンケア」 おんまえどおり地域サロン 西村 21
2019/7/5 ③介護技術の基礎「認知症の基礎理解」「BPSDの捉え方」 おんまえどおり地域サロン 杉原 21
2019/8/2 ④介護技術の基礎「緊急時・事故対応」「高齢者虐待・身体拘束」 しんらん交流館 西村 21
2019/9/6 ⑤介護技術の基礎「観察・記録」「介護過程の展開・情報収集」 しんらん交流館 杉原 21
2019/10/4 ⑥介護技術の基礎「観察・記録」「介護過程の展開・事例演習」 おんまえどおり地域サロン 西村 21
2019/11/1 ⑦感染症対策実習 おんまえどおり／きたおおじ 清水他 29
2019/12/6 ⑧介護技術の基礎「高齢期の特徴」「疾患理解」 おんまえどおり地域サロン 西村 19
2019/1/24 ⑨介護技術の基礎「尊厳と倫理」ケアを振り返り再考する おんまえどおり地域サロン 村田 18
2019/2/7 ⑩介護技術の基礎「食生活を支える　口腔機能」「ターミナルケア」 おんまえどおり地域サロン 片山／西村 19

209

2019/5/31 ①介護技術の応用と展開「トランスファー・介護技術の基本振り返り」 おんまえどおり地域サロン 杉原 16

2019/7/26 ②介護技術の応用と展開「対象者に合わせた生活支援と環境つくり」 しんらん交流館 村田 15

2019/9/27 ③介護技術の応用と展開「ケアにつながる観察記録」介護過程展開Ⅰ しんらん交流館 西村 16

2019/11/22 ①介護技術の応用と展開「介護過程展開Ⅱ・Ⅲ」 おんまえどおり地域サロン 西村 15

2019/1/31 ①介護技術の応用と展開「コミュニケーション」「OJT]「チームケア」 おんまえどおり地域サロン 杉原 15

77

2019/6/28 ①介護過程に基づく技術・知識の展開「OJTの基礎理解」「チーム課題の整理」 おんまえどおり地域サロン 村田／西村 15
2019/8/23 ②介護過程に基づく技術・知識の展開「多職種連携」 おんまえどおり地域サロン 村田 14
2019/10/25 ③介護過程に基づく技術・知識の展開「家族介護・自己の介護観の振り返り」 おんまえどおり地域サロン 村田 13
2020/12/24 ④介護過程に基づく技術・知識の展開「対象者に合わせて創造する介護」 おんまえどおり地域サロン 西村 14
2020/2/28 ⑤介護過程に基づく技術・知識の展開「事例検討の基礎知識」 おんまえどおり地域サロン 中止 0

56

2019/5/16 ①チーム運営の基礎　「リーダーシップ・チームつくり」 おんまえどおり地域サロン 村田 12
2019/7/17 ②チーム運営の基礎　「チーム課題の整理」 おんまえどおり地域サロン 村田 14
2019/9/17 ③チーム運営の基礎　「コミュニケーションの基礎技術」 おんまえどおり地域サロン 村田 16
2019/11/29 ④チーム運営の基礎　「コーチング」「ファシリテーション」 おんまえどおり地域サロン 村田 11
2020/1/16 ⑤チーム運営の基礎　「ストレスマネジメント・リスクマネジメント」 おんまえどおり地域サロン 西村 14
2020/３/6or12 ⑥チーム運営の基礎　「自己のケアの振り返り・リーダーとしての展望」 おんまえどおり地域サロン 中止 0

67

2019/7/17 ①人の身体や構造の理解「リハビリテーション概論」 おんまえどおり地域サロン 小菅 21

2019/9/17 ②人の身体や構造の理解「生活に必要な運動学 おんまえどおり地域サロン 小菅 22

2019/11/29 ③人の身体や構造の理解「生活支援に生かすリハビリテーションの視点」 おんまえどおり地域サロン 小菅 19

62

2019/6/20 ①スーパービジョンの基本理解 おんまえどおり地域サロン 西村 12

2019/8/30 「リーダーシップとチーム作り」「コミュニケーションとファシリテーション」 おんまえどおり地域サロン 西村 10

2019/10/30 「コミュニケーションとコーチング」　行動計画中間振り返り しんらん交流館 西村 10

2019/12/11 「会議・カンファレンスの運営Ⅰ・Ⅱ」 しんらん交流館 西村 10

2019/2/18 「問題解決思考法Ⅱ」　行動計画発表の為のプレゼンテーション技術 おんまえどおり地域サロン 村田／西村 8

50

2019/6/21 介護福祉士　受験対策講座 きたおおじ　地域サロン 杉原 5
2019/7/19 介護福祉士　受験対策講座 きたおおじ　地域サロン 杉原 5
2019/8/23 介護福祉士　受験対策講座 きたおおじ　地域サロン 村田 5
2019/7/12 介護支援専門員　受験対策講座 きたおおじ　地域サロン 堀田 5
2019/8/9 介護支援専門員　受験対策講座 きたおおじ　地域サロン 堀田 5
2019/9/20 介護福祉士　受験対策講座 きたおおじ　地域サロン 杉原 5
2019/9/13 介護支援専門員　受験対策講座 きたおおじ　地域サロン 堀田 5
2019/10/18 介護福祉士　受験対策講座 きたおおじ　地域サロン 阪田 5
2019/11/15 介護福祉士　受験対策講座 きたおおじ　地域サロン 杉原 5
2019/12/20 介護福祉士　受験対策講座 きたおおじ　地域サロン 西村 5
2020/1/17 介護福祉士　受験対策講座 きたおおじ　地域サロン 杉原 5
２０１９/2/ 介護福祉士　受験対策講座（技術） 対象者なし 0

55

2019/9/12 医療的ケア　　演習 京都保育福祉専門学院 西村／百目鬼 14
2019/9/13 医療的ケア　　演習 京都保育福祉専門学院 西村／百目鬼 14
2019/10/16 スクーリング　　介護過程の展開Ⅲ きたおおじ地域サロン 杉原／戸石／辻 14
2019/10/22 スクーリング　　介護過程の展開Ⅲ きたおおじ地域サロン 杉原／戸石／辻 14
2019/11/6 スクーリング　　介護過程の展開Ⅲ きたおおじ地域サロン 杉原／戸石／辻 14
2019/11/12 スクーリング　　介護過程の展開Ⅲ きたおおじ地域サロン 杉原／戸石／辻 14
2019/12/4 スクーリング　　介護過程の展開Ⅲ きたおおじ地域サロン 杉原／戸石／辻 13
2019/12/10 スクーリング　　介護過程の展開Ⅲ きたおおじ地域サロン 杉原／西村 13
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2019/8/1・6 高齢者の尊厳と倫理 おんまえどおり地域サロン 村田 5

2019/9/20・21 ニーズと行動への気づきと対応 おんまえどおり地域サロン 西村 5
・コミュニケーションの方法と応用 おんまえどおり地域サロン 村田 5
・中堅職員としてのリーダーシップ おんまえどおり地域サロン 村田 4
・職種間連携の実践的展開 おんまえどおり地域サロン 村田 5
・観察・記録の的確性 おんまえどおり地域サロン 杉原 5
・セーフティマネジメント おんまえどおり地域サロン 阪田 5
・介護職員の健康・ストレス管理 おんまえどおり地域サロン 西村 5

2020/1/9 ・家族や地域の支援力活用と強化 おんまえどおり地域サロン 杉原 5
・問題解決のための思考法 おんまえどおり地域サロン 杉原 3
・自職場課題の分析 おんまえどおり地域サロン 村田 5

52

研修名 合計日数 延べ参加人数
①新卒新人研修 8日 151名
②中途採用新人研修 0日 0名
③専門研修Ⅰ 10日 209名
④専門研修Ⅱ 9日 77名
⑤専門研修Ⅲ 5日 56名
⑥役職者研修 6日 67名
⑦リーダー研修 6日 67名
⑧資格取得研修 11日 55名
⑨実務者研修 8日 110名
⑩ファーストステップ研修 13日 52名

65日 844名

2019年　リガーレ暮らしの架け橋グループ統一研修実績報告

22019/10/11・12

2019/11/8・9

2020/2/12・13

2019/12/5・13

①新卒新人研修

②中途採用新人研修

③専門研修Ⅰ

④専門研修Ⅱ

⑥リーダー研修

⑧資格取得研修

⑩ファーストステップ研修

⑧役職者研修

⑤専門研修Ⅲ
（OJTリーダー）

⑦リーダー・役職者合同研修

⑨実務者研修
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第４章 スーパーバイザーによる巡回事業 

１．事業の概要 

この章では、グループの特徴的な事業として、前章で報告したリガーレグループの研修事業

に先駆けて平成２４年度後半から開始した、リガーレグループのスーパーバイザー（以下、

SV）による巡回事業について報告する。その経緯については、平成２９年度「地域の介護等

事業者の経営管理連携推進事業―介護人材の確保・定着に向けた複数の社会福祉法人によ

る共同事業―」報告書において、形成過程を段階的にまとめて報告ところであるので、ここ

では令和元年度を中心に報告する。 

 SV 事業によるグループ法人の巡回は、法人ごとの課題を「研修・人材育成」「会議・記録

(情報共有)」「組織性・組織機能」「設備・環境」「職員配置」「暮らしの支援」６つの視点で

整理し、課題共有し、解決および改善に進む過程に SV として介入、助言、伴走していく。 

SV はリガーレ統一研修の講師でもあり、巡回で発見した現場の課題は、研修を組み立てる

際の重要な情報となっている。つまり、研修事業とスーパーバイズ事業は車の両輪のような

関係であり、そのあり方は現在も変わらない。 

 一方で、経年的な変化もある。令和元年度においては、そのことが比較的顕著に表れた側

面もあった。それは、グループ法人の課題の個別性、事情に合わせて、SV が介入する内容

や巡回の頻度が整理されていった。リガーレグループのアセスメントシートで示された、

AS1「研修・人材育成」、AS「会議・記録(情報共有)」場面でのサポートや介入が内容として

も頻度としても多くを占めた。 

 

２．法人巡回によるスーパーバイズ事業の内容 

 具体的に以下のようなことを行っている。 

① 事業所内の研修体系の整理 

② OJT の仕組みづくり支援 

③ 会議体系の整理 

④ 会議・カンファレンス運営の方法への介入 

⑤ 情報共有の仕組みづくり 

⑥ 個別ケース支援の相談 

⑦ 役職者のマネジメント課題相談・リーダーのチーム課題相談 

⑧ 人間関係の調整 

 

３．令和元年度 SV 巡回実績 

 昨年度同様にリガーレ統一研修と合わせて人材育成の支援、会議等に参加して会議の機

能的に活かすサポートなどが軸となってきている。人材育成の支援については、昨年いくつ

かの法人で実施した OJT の仕組みづくりへの介入やサポートの次の段階のとして、現場の

育成担当者を育成に関する介入支援を行った。例えば、エルダー制度のおけるエルダーの会

議への参加とスーパーバイズ、現場で研修を担う主任者に対して研修の組立や内容その結

果の振返りといった一連の過程への介入とサポートなどがあった。 
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第４章 スーパーバイザーによる巡回事業 

１．事業の概要 

この章では、グループの特徴的な事業として、前章で報告したリガーレグループの研修事業

に先駆けて平成２４年度後半から開始した、リガーレグループのスーパーバイザー（以下、

SV）による巡回事業について報告する。その経緯については、平成２９年度「地域の介護等

事業者の経営管理連携推進事業―介護人材の確保・定着に向けた複数の社会福祉法人によ

る共同事業―」報告書において、形成過程を段階的にまとめて報告ところであるので、ここ

では令和元年度を中心に報告する。 

 SV 事業によるグループ法人の巡回は、法人ごとの課題を「研修・人材育成」「会議・記録

(情報共有)」「組織性・組織機能」「設備・環境」「職員配置」「暮らしの支援」６つの視点で

整理し、課題共有し、解決および改善に進む過程に SV として介入、助言、伴走していく。 

SV はリガーレ統一研修の講師でもあり、巡回で発見した現場の課題は、研修を組み立てる

際の重要な情報となっている。つまり、研修事業とスーパーバイズ事業は車の両輪のような

関係であり、そのあり方は現在も変わらない。 

 一方で、経年的な変化もある。令和元年度においては、そのことが比較的顕著に表れた側

面もあった。それは、グループ法人の課題の個別性、事情に合わせて、SV が介入する内容

や巡回の頻度が整理されていった。リガーレグループのアセスメントシートで示された、

AS1「研修・人材育成」、AS「会議・記録(情報共有)」場面でのサポートや介入が内容として

も頻度としても多くを占めた。 

 

２．法人巡回によるスーパーバイズ事業の内容 

 具体的に以下のようなことを行っている。 

① 事業所内の研修体系の整理 

② OJT の仕組みづくり支援 

③ 会議体系の整理 

④ 会議・カンファレンス運営の方法への介入 

⑤ 情報共有の仕組みづくり 

⑥ 個別ケース支援の相談 

⑦ 役職者のマネジメント課題相談・リーダーのチーム課題相談 

⑧ 人間関係の調整 

 

３．令和元年度 SV 巡回実績 

 昨年度同様にリガーレ統一研修と合わせて人材育成の支援、会議等に参加して会議の機

能的に活かすサポートなどが軸となってきている。人材育成の支援については、昨年いくつ

かの法人で実施した OJT の仕組みづくりへの介入やサポートの次の段階のとして、現場の

育成担当者を育成に関する介入支援を行った。例えば、エルダー制度のおけるエルダーの会

議への参加とスーパーバイズ、現場で研修を担う主任者に対して研修の組立や内容その結

果の振返りといった一連の過程への介入とサポートなどがあった。 

法人 回数 内容 

A 

 

３５回 ・経営会議、主任会議 

・マネジメント課題の整理 

B １４回 ・特養主任級会議、特養主任・チーフ会議出席 

・事例相談 

C ３回 ・マネジメント課題整理 

・人材育成課題整理 

D １４回 ・副主任会議に出席 

・エルダー振り返り会議 

・マネジメント課題の整理 

E ４２回 ・マネジメント課題の整理  ・事例相談 

・行動計画会議・主任級会議・介護会議・BS育成会議等出席 

・マネジメント課題の整理  

・主任級職員研修・外国人技能実習生受け入れプロジェクト 

 

３．今後の課題 

スーパーバイズ事業は、その効果や成果を客観的な指標ではかることが難しい。それは、

人材やチームが生みだすケアやサービスの中に現れるのであるが、ケアやサービス自体、無

形であり消滅するという特性があり、評価が難しいうえに、どの部分が SV の働きかけで出

現したのか限定することは困難である。一方で、平成２８年度グループ法人の経営者、管理

者、監督職を対象に行った研究者による訪問ヒアリングでは、法人内では気づかなかったこ

とを他者の客観的視点で助言をうけることができる。事例の相談やアドバイスだけではな

く、会議に参加、会議の運営を通じて助言が行われるといったこと効果をあげているといっ

た調査結果があった。 

SV の働きかけを施設・事業所でどのように取込み活かすかは、法人ごとの体制や環境に

よっても異なるが、SV の動きは、毎月のリガーレグループの責任者による責任者会議でも

報告している。責任者会議で、SV が巡回等で把握した課題と責任者が捉えているマネジメ

ントの課題を共有することで互いに問題意識を高め、スーパービジョンの受け入れを促し、

研修参加への動機づけになってきたと考えられる。このようなデリバリー型のスーパービ

ジョン(汲田)は、先駆的な取組みやお手本が少ない事業だけに、今後も研修事業と合わせて

グループ化における SVの役割と機能の模索しながら行っていくことになるであろう。 

＊リガーレの責任者会議で、各法人の責任者がマネジメントの報告を行う際の様式 

  



42

AS 項目 現状 課題 

AS1  

研修・ 

人材育成 

例えば：施設内研修状況 受講状況 科目 

人数 

施設外研修受講状況 

リガーレ研修受講状況 

次年度の研修計画 

人材育成の状況 

 

AS2 

情報共有 

会議・記録 

例えば：会議への意図的な介入 新たな取

り組み等 

 

 

 

 

 

AS5 

職員配置 

例えば：入・退職者数                          

チームの状況、技能実習生成長に伴うチー

ムの変化等 

 

 

 

 

AS6 

暮らしの支援 

例えば：地域活動 

利用者の社会参加 

利用者家族との関係 

 

 

 

その他 例えば：次年度事業計画 

年度目標最終まとめ等 

 

 

 

 

令和 2 年度研修参加予定人数 

採用時研修 専

門

Ⅰ 

専 門

Ⅱ 

専 門

Ⅲ 

リ ー

ダー 

役

職

者 

合 同

研修 

実 務

者 

CM 受験

対策 

介護福祉

士受験対

策 
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AS 項目 現状 課題 

AS1  

研修・ 

人材育成 

例えば：施設内研修状況 受講状況 科目 

人数 

施設外研修受講状況 

リガーレ研修受講状況 

次年度の研修計画 

人材育成の状況 

 

AS2 

情報共有 

会議・記録 

例えば：会議への意図的な介入 新たな取

り組み等 

 

 

 

 

 

AS5 

職員配置 

例えば：入・退職者数                          

チームの状況、技能実習生成長に伴うチー

ムの変化等 

 

 

 

 

AS6 

暮らしの支援 

例えば：地域活動 

利用者の社会参加 

利用者家族との関係 

 

 

 

その他 例えば：次年度事業計画 

年度目標最終まとめ等 

 

 

 

 

令和 2 年度研修参加予定人数 

採用時研修 専

門

Ⅰ 

専 門

Ⅱ 

専 門

Ⅲ 

リ ー

ダー 

役

職

者 

合 同

研修 

実 務

者 

CM 受験

対策 

介護福祉

士受験対

策 

          

 

  

第 5 章 リガーレ人材確保共同事業 

1、これまでの経緯 

 リガーレグループでは、平成２７年２月に（株）学情が企画する「キャリアデザインフォ

ーラム」にグループとして初めて出展し、グループとしての広報活動を開始した。そこでは、

パンフレットの内容の整理やブースに来た学生を繋げていくしくみ、福祉の魅力の発信な

どが課題として表出した。給与・キャリアパスの一元化、グループでの広報活動の必要性が

明確になり、その後も継続して検討されてきた。平成２８年度グループ化の推進事業として

「小規模法人のネットワーク化による協働推進事業」により、給与・キャリアパス一元化委

員会、広報プロジェクトとして推進していく流れとなった。 

 平成２８年度から準備し、平成２９年より共同募集を始めてきたが、リガーレグループと

しては「２０２０年」を本格的なスタートと設定した。そのため、令和元年度からリガーレ

人材確保部門を新たに設置し、人材共同募集専任職員を配置することとなる。 

 

2、今年度の活動 

（1）リガーレ人材担当者 

 令和元年度から、新たに人材共同募集専任職員を配置し、リガーレグループの人材確保事

業を強化した。また、各法人からリガーレ人材担当者を選任し、毎月１回人材募集に関する

会議をおこなってきた。リガーレ人材担当者は、リガーレグループの人材確保に関する活動

について、法人理事長をはじめとする経営陣等や、介護現場統括者をはじめとするリーダー

クラスの方々、そしてリクルーターなど直接活動に参加する若手等職員に対して、活動状況

やその他情報を提供し、法人全体で情報共有を図るなど法人一体となった活動のキーマン

として、また、「リガーレ人材確保専任職員」と常に連携して、リガーレ共同募集など、リ

ガーレの人材問題に関する中核人材としての役割を担うこととなった。 

 今年度は、とりわけ新卒採用活動に注力し、学生にリガーレグループの活動とその魅力を

より知ってもらうことを目標に、フライヤーやパンフレットなどの広報ツールの企画刷新、

おもてなしバスツアーを含むインターンシップ活動、大学・専門学校への訪問巡回、ホーム

ページの刷新やリクルーターの育成などについて協議し、グループ各法人が一体となって

活動をおこなってきた。 

 令和２年度は、前年度の活動によりアプローチしてきた学生がグループ各法人への就職

に結びつくことを目指して、各リガーレ人材担当者を中心に採用体制を整えていくことを

目標とする。また、リクルーターチームなどの若手職員の力を活用し、学生のニーズに合っ

た広報や募集活動を推進していく。その他、リガーレグループに設置される働き方改革検討

員会と共同での給与・休日・キャリアパスなどの在り方の検討、外国人の受け入れに関する

調査研究、きょうと福祉人材育成認証制度を活用した働きやすい成長できる雇用環境の整

備、そして、リガーレグループで採用した職員の育成・定着の実現を目指す取り組みと人事

交流なども重要な目標としている。  
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（2）リクルーター活動 

 平成 29 年度より、リガーレグループでの新卒学生採用に向けて、リガーレ各法人若手職

員を中心にリクルーターチームが結成され、活動を行ってきた。平成 29 年度が第１期リク

ルーターチーム、平成 30 年度が第 2期リクルーターチーム、令和元年度が 3 期リクルータ

ーチームとして活動を継続してきている。 

リクルーターチームは、毎月１回会議を開催し、学生に向けたインターンシップ「おもて

なしバスツアー」や就職フェアについて企画し話し合いを重ねてきた。 

今年度 6 月までは第 2期のリクルーターチームが活動し、昨年度 11 月から始まった 2020

卒に向けた「リガーレおもてなしバスツアー」の企画運営を継続してきた。 

令和元年 8 月から第 3 期リクルーターチームが誕生し、秋に向けたインターンシップや

就職フェアに向けて始動した。第 3 期リクルーターチームのメンバーは多くが入職 1 年目

の職員で結成されており、1 期、2期で活躍したリクルーターがアドバイザーとしてサポー

トを行った。そして、第 3期リクルーターチームは、以下のリクルーターチームの役割を共

有し、自らのミッションと成長を目指して活動が始まった。 

（リクルーターチームの役割） 

・新卒採用リクルーターのコアメンバーとして、これから就職を目指す学生（福祉を目指 

す人、福祉以外を学んできた人）に向けて、リガーレグループの魅力、所属法人の魅力 

等を発信する。 

・新卒採用リクルーターとして、インターンシップ（バスツアー含む）や就職フェアに主 

 体的に関り、参加学生との良い関係を築く。 

・学生に対して、リクルーターは専門職の立場を意識して話を進める。 

・リクルーターは、リクルーター活動を通して自己の成長につながるような目標を持って 

 活動に臨めるようにする。 

第 3 期リクルーターチームは、秋から始まった 3 コースの「おもてなしバスツアー」、Ｆ

ＡＣＥｔｏＦＵＫＵＳＨＩ主催の「インターンシップ in 京都」「ＦＵＫＵＳＨＩmeets!就職

フェア」に向けて企画運営を勧めてきた。 

また、ＦＡＣＥｔｏＦＵＫＵＳＨＩ主催の「若手職員向け福祉の魅力発信力向上セミナー」

全 3 回の研修にリガーレグループとしてのプレゼンテーションスキル向上を目標に、3 名の

リクルーターが参加し、各回受講ごとにリクルーター会議で伝達研修を行った。3 回目受講

後には、リガーレグループの魅力を伝えるスライドを作成し、それを就職フェアで活用を計

画するなどの成果をもたらした。 

残念ながら、新型コロナウイルスの影響により「ＦＵＫＵＳＨＩmeets!就職フェア」は中

止となり、企画した活動が叶わなかったが、この活動を通して、リガーレグループとしての

繋がりを体感し、また各法人の就職フェア等、採用活動に寄与するなど、自らの成長に繋げ

ていった。 
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（2）リクルーター活動 

 平成 29 年度より、リガーレグループでの新卒学生採用に向けて、リガーレ各法人若手職

員を中心にリクルーターチームが結成され、活動を行ってきた。平成 29 年度が第１期リク

ルーターチーム、平成 30 年度が第 2期リクルーターチーム、令和元年度が 3 期リクルータ

ーチームとして活動を継続してきている。 

リクルーターチームは、毎月１回会議を開催し、学生に向けたインターンシップ「おもて

なしバスツアー」や就職フェアについて企画し話し合いを重ねてきた。 

今年度 6 月までは第 2期のリクルーターチームが活動し、昨年度 11 月から始まった 2020

卒に向けた「リガーレおもてなしバスツアー」の企画運営を継続してきた。 
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トを行った。そして、第 3期リクルーターチームは、以下のリクルーターチームの役割を共

有し、自らのミッションと成長を目指して活動が始まった。 

（リクルーターチームの役割） 

・新卒採用リクルーターのコアメンバーとして、これから就職を目指す学生（福祉を目指 
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・新卒採用リクルーターとして、インターンシップ（バスツアー含む）や就職フェアに主 

 体的に関り、参加学生との良い関係を築く。 

・学生に対して、リクルーターは専門職の立場を意識して話を進める。 

・リクルーターは、リクルーター活動を通して自己の成長につながるような目標を持って 

 活動に臨めるようにする。 

第 3 期リクルーターチームは、秋から始まった 3 コースの「おもてなしバスツアー」、Ｆ

ＡＣＥｔｏＦＵＫＵＳＨＩ主催の「インターンシップ in 京都」「ＦＵＫＵＳＨＩmeets!就職

フェア」に向けて企画運営を勧めてきた。 

また、ＦＡＣＥｔｏＦＵＫＵＳＨＩ主催の「若手職員向け福祉の魅力発信力向上セミナー」

全 3 回の研修にリガーレグループとしてのプレゼンテーションスキル向上を目標に、3 名の

リクルーターが参加し、各回受講ごとにリクルーター会議で伝達研修を行った。3 回目受講

後には、リガーレグループの魅力を伝えるスライドを作成し、それを就職フェアで活用を計

画するなどの成果をもたらした。 

残念ながら、新型コロナウイルスの影響により「ＦＵＫＵＳＨＩmeets!就職フェア」は中

止となり、企画した活動が叶わなかったが、この活動を通して、リガーレグループとしての

繋がりを体感し、また各法人の就職フェア等、採用活動に寄与するなど、自らの成長に繋げ

ていった。 

ＦＡＣＥｔｏＦＵＫＵＳＨＩ 

「若手職員向け福祉の魅力発信力向上セミナー」 

目的：就職フェアや採用説明会等で、若手職員が所属法人や福祉の仕事の魅力を発信する

プレゼンテーションスキルを身に付ける。 

対象 ：若手職員（入職 1 から 5年目程度の 20 代の職員） 

会場 ：イオンコンパス大阪駅前会議室 

参加者：（北桑会）１名 （リガーレ暮らしの架け橋）２名 

第 1 回 令和元年 11月 28 日（木） 福祉のやりがい、働く原体験を振り返る 

第 2 回 令和元年 12月 19 日（木） 学生目線で法人の魅力を言語化し、伝わるプレ

ゼンの基本を学ぶ 

第 3 回 令和 2 年 1月 22 日（水） 法人の魅力を伝えるプレゼンの実践＆フィード

バック 

（3）インターンシップ 

1）おもてなしバスツアー 

 平成 29 年度より、新卒学生採用に向けて、インターンシップの一環としてグループ法人

をバスで巡るツアーをリクルーターチームが中心となり企画運営を行い実施している。 

 今年度は、平成 31 年度 3 月から始まっている「2020 卒」向け「おもてなしバスツアー」の

うち、・4 月 20 日（土）京都市内コース（松光会・リガーレ暮らしの架け橋・宏仁会（スカイ

プ）・いまくまの（端山園））、・5月 18日（土）京都北部コース（はしうど福祉会・北桑会）が

実施された。今回から、学生（4回生）1名がスタッフ参加をし、バスツアー中の動画を作成し

バスツアーを通したリガーレグループの魅力発信に協力をしてくれた。そのコンテンツを各法

人に配布し、各法人の参加する就職フェアなどでも紹介することができた。 

 「2021卒」向けの「おもてなしバスツアー」は第 3期リクルーターが中心に企画運営を行っ

た。日程・コースは次の通り。①10月 19日（土）京都北部・京北コース（北桑会・はしうど福

祉会）②11月 2日（土）京滋コース（六心会・緑寿会）③11月 30日（土）京都市内コース（端

山園・リガーレ暮らしの架け橋・宏仁会（スカイプ））。今回は、前年度の振り返りから「おも

てなし」は十分に伝わったが、学生から「もう少しリクルーターの話が聞きたかった」との意

見があったことから、体験型のインターンシップとリクルーターと話せる時間を持つことをコ

ンセプトに企画された。その結果、参加学生から「介護に興味を持った」「将来に影響する経験

をした」「こんなところで働きたい」といった前向きな意見をもらうことができた。 

 リクルーターが主体的に企画運営に関わることで、若い職員が自らリガーレグループに

ついての在り方を考えることができ、自身の成長も促したが、所属する法人も積極的な活動

が意識され、グループとしての活動の見える化が促進されたと考えられる。 

 学生は「おもてなしバスツアー」に参加することで、普通のインターンシップでは実現でき

ない遠方の法人や複数の法人を一度に訪れることができ、法人ごとの特徴や地域性などを知る

機会となり、福祉の職場をより身近に感じ興味を持つきっかっけになったと思われる。 
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2020卒向け（2019春）　リガーレおもてなしバスツアー参加者集計

学校 人数 福祉系 福祉系以外 内容
3/20　京滋コース 龍谷大学 ２名 ２名 六心会⇒ 近江商人屋敷散策
　　六心会 花園大学 １名 １名 施設見学・昼食・座談会
　　緑寿会 緑樹会⇒ 施設見学
　　端山園 端山園⇒ 醍醐寺散策・施設見学

小計 ３名 ３名
4/20　市内コース 立命館大学 ３名 ３名 松光会⇒ 施設見学
　　松光会 佛教大学 １名 １名 宏仁会⇒ きたおおじサロンにて、
　　宏仁会 福井県立大学 ２名 ２名
　　きたおおじ 京都医療福祉専門学校 １名 １名 きたおおじ⇒

　　いまくまの（端山園） 施設見学・座談会
小計 ７名 ７名 いまくまの⇒ 施設見学

5/18　北部コース 佛教大学 １名 １名 北桑会⇒ 森林公園でジビエＢＢＱ
　　北桑会 大谷大学 １名 １名
　　はしうど福祉会 京都文教大学 １名 １名 はしうど⇒いちご狩り

立命館大学 ２名 ２名

小計 ５名 ３名 １名

ツアーコース別
学校別 学年別（回生） 学部

その他

2名
1名

３名

２名 スカイプによる職員の声の紹介

２名１名
１名

２名４名１名

１名

２名 施設見学

施設見学
１名

１名
１名

５名

今宮神社参拝・新大宮商店街紹介

４月から４回生

3回生 4回生 その他 福祉系 福祉系以外
佛教大学 ２名 ２名 ２名
龍谷大学 ２名 ２名 ２名
花園大学 １名 １名 １名
立命館大学 ５名 ２名 ３名 ５名
大谷大学 １名 １名 １名
京都文教大学 １名 １名 １名
福井県立大学 ２名 ２名 ２名
京都医療福祉専門学校 １名 １名 １名
合計 １５名 ２名 １２名 １名 １３名 ２名

全体（学校別） 学校 人数
学年 学部

1回生 2回生

2021卒向け（2019秋）　リガーレおもてなしバスツアー参加者集計

学校 人数 福祉系 福祉系以外 内容
10/19北部・京北コース 佛教大学 6名（欠1） 6名（欠1） はしうど⇒施設見学GHでの食事
　はしうど福祉会 大谷大学 １名 1名 ・プチ介護教室
　北桑会 花園大学 １名 1名 北桑会⇒施設見学・カフェ

京都女子大学 ２名 2名
高校生 １名 1名
小計 １１名（欠1） 8名（欠1） 3名

11/2京滋コース 佛教大学 2名 2名 六心会⇒ 施設見学
　　六心会 同志社大学 2名 2名
　　緑寿会 立命館大学 2名 2名

大谷大学 1名 1名 昼食・職員との懇談
華頂社会福祉専門学校 1名 1名 緑寿会⇒ 施設見学
小計 8名 7名 1名

11/30市内コース 佛教大学 1名(欠3） 1名（欠3） 端山園⇒ 醍醐寺散策・施設見学
　　端山園 京都女子大学 2名 2名
　　宏仁会 同志社大学 2名 1名 1名 宏仁会⇒ きたおおじサロンにて、
　　きたおおじ 京都府立大学 1名 1名

大谷大学 2名 1名 １名 きたおおじ⇒ 施設見学
京都産業大学 1名 1名 利用者とおやつ作り・散歩
光華女子大学 1名 1名 座談会
小計 10名（欠3） 6名 4名2名

1名
4名

1名
1名

2名

２名

1名

１名

1名

2名

欠

2名

２名

１名

学部

５名 1名
1名

その他
ツアーコース別

学校別 学年別（回生）

1名
２名

１名１名

１名
７名２名１名 １名

スカイプによる職員の声の紹介

昼食・利用者、職員との懇談

地域ボランティアによる
フラワーアレンジメント

利用者とおやつ作り（DS)

２名

１名
１名３名２名

２名
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　はしうど福祉会 大谷大学 １名 1名 ・プチ介護教室
　北桑会 花園大学 １名 1名 北桑会⇒施設見学・カフェ

京都女子大学 ２名 2名
高校生 １名 1名
小計 １１名（欠1） 8名（欠1） 3名

11/2京滋コース 佛教大学 2名 2名 六心会⇒ 施設見学
　　六心会 同志社大学 2名 2名
　　緑寿会 立命館大学 2名 2名

大谷大学 1名 1名 昼食・職員との懇談
華頂社会福祉専門学校 1名 1名 緑寿会⇒ 施設見学
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11/30市内コース 佛教大学 1名(欠3） 1名（欠3） 端山園⇒ 醍醐寺散策・施設見学
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京都産業大学 1名 1名 利用者とおやつ作り・散歩
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小計 10名（欠3） 6名 4名2名
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2名
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欠

2名
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2）インターンシップ講習会 

 学校の担当教師などの勧めもあり、今年度は昨年にも増して学生がインターンシップを

重要視していることが明らかになった。リガーレグループとしても、各法人が足並みをそろ

えて有意義なインターンシップ受け入れに臨めるようにするために、まず、各法人の現在行

っているインターンシップを整理するためにアンケートを行った。その結果、インターンシ

ップの内容や実績数にばらつきが見られた。また、各法人それぞれの課題も浮かんできた。 

そこで、今の学生の動向と学生が求めるインターンシップについて京都府福祉人材サポー

トセンターに講師を依頼し講座を 2 回開催した。対象は、1回目（6 月 11 日）は各法人の主

にインターンシッププログラムを担当している職員、2 回目（6 月 25日）はダイジェスト版

をリガーレ人材担当者に向けて行った。ダイジェスト版はＤＶＤにし、各法人へ配布し、法

人全体で共有できるようにした。 

 この講習会を受講し、人材担当者からは「最近の動向や学生の求めているもの、価値観を

知ることができた」などの意見があり、今後のインターンシッププログラムを作成する上で

学生のニーズに沿ったプログラム作成などに大変参考になった。 

 

3）インターンシップ in京都 

  主催：ＦＡＣＥｔｏＦＵＫＵＳＨＩ 

  日時：令和元年 12月 22 日（日） 12時 30分～16時 30分 

  会場：京都産業会館ホール 

  出展法人：南山城学園、みねやま福祉会、福知山学園、リガーレグループ 

  出動職員：リレープレゼン、人事担当ブース・・・六心会 1 名 

       フクシゴトブース・・・北桑会 1 名（リクルーター） 
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卒業年（学年） 2020（4） 2021（3） 2022（2） 2023（1） 

佛教大学 1 3 2 1 

京都女子大学  2   

同志社大学   1  

龍谷大学  2   

龍谷短大  1（1）   

立命館大学  1   

高知県立大学  2   

合計 1 11 3 1 

 

 リガーレブース来訪学生のうち、「おもてなしバスツアー」に申し込み参加の学生が 3名、

別の 1 名は福祉系学部でなく、今まで興味のなかった分野だが学校でリガーレのチラシを

見て興味を持ちブースに来訪、その後グループ法人のインターンシップに参加した。徐々に

ではあるが、バスツアーから個別インターンシップへと繋がり、リガーレグループの活動の

周知が広まっていく経過が見られる。 

 今後の課題は、ブースに来てくれた学生がグループ各法人のセミナーや見学会などに足

を運んでくれる働きかけを着実に行うことである。 

 

（4）広報活動 

1）大学・専門学校訪問 

 今年度から、京都・滋賀の福祉系学部のある大学・福祉介護系専門学校等２１校を訪問し、

リガーレグループの取り組みや学生に向けたインターンシップなどのインフォーメーショ

ンを行った。大学でのインフォメーションについては、繋がりのある先生１９名への訪問と

共に、一部の先生には講義の中で時間をいただき直接学生に伝えることができた。また、大

学キャリアセンターにおいては、１８名の担当者と交流を重ねリガーレグループについて

広報をすることができた。 

 リガーレグループを訪問してくれた学生の中には、先生からリガーレを勧められたり、学

校でよくリガーレの広報物を目にするという人たちもおり、学校訪問によりリガーレグル

ープの周知が進んだ効果があったと思われる。 

 今後は、インフォメーションだけでなく学生とコラボレーションをしてリガーレグルー

プで取り組みができる関係性を築いていきたい。 

  

2）新卒学生の就職活動に向けた広報ツール 

①「リガーレおもてなしバスツアー」リーフレットの作成  

  前述のとおり平成２９年度から行ってきた企画であるが、前年度のリーフレットのデ

ザインをもとに、リクルーターが企画する内容に沿って更新を行った。特に、今年度バス
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インターンシップ「おもてなしバスツアー」動画コンテンツ抜粋 

 

②インターンシップ情報チラシを作成  

  夏休み用（2019 年 6 月～7 月配布） 

  秋冬用（2019 年 10月～11 月配布） 

  春休み用（2020 年 1 月～2 月配布） 

 各法人のインターンシップの情報を冊子にして学校（福祉系学部の先生・キャリアセンタ

ー）を通して学生に配布した。各法人のインターンシップの具体的なプログラムをインフ

ォメーションすることで、リガーレグループのそれぞれの法人をイメージしやすく低回

生のインターンシップへの参加も促されたと考えられる。 
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２０１９年秋冬インターンシップ 
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２０１９年秋冬インターンシップ 
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２０２０年春休みインターンシップ 
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２０２０年春休みインターンシップ 
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③リガーレホームページの充実 

  今年度、リガーレグループホームページの充実を目指して、ホームページプロジェクト

を立ち上げ、各法人のインターンシップ情報が、随時リガーレホームページ採用情報のペ

ージで確認できるようにページを刷新した。全法人の情報が一つのページで閲覧できる

ようになり、ホームページを見てインターンシップへの申し込みもあった。 

  課題として、各法人の更新のばらつきや随時即時の更新ができていないことがある。次

年度は即時更新をして、常に新しい情報を発信する必要がある。今後は体制を強化し、学

生のホームページへのアクセスルートを明らかにし全体の構成を検討していくことが求

められる。 

 

3）リガーレグループの魅力を伝えるためのツール  

①コンセプトブックの更新 

 リガーレグループを紹介するツールとして平成２９年に初版を発行し、学生や関係機関

をはじめ、様々な外部の人たちに配布をし、リガーレグループの魅力を発信してきた。初版

から３年を経過し、新しい事業の開始など変化をしてきたため、今年度、増刷と共に事業数

などの更新を行った。 
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②「ＣＯＣＯＬＯ4 号」の発刊 

 広報誌「ＣＯＣＯＬＯ」発刊は、外部への広報と共にリガーレグループ内の職員に向けた

インナープロモーションを目的にされている。リガーレグループでは、グループ活動開始期

より、リガーレ統一研修とスーパーバイザーによる各法人事業所への巡回により介護現場

でのスーパービジョンを繰り広げている。スーパーバイザーが関わることで、統一研修とケ

アの現場や組織が繋がり、職員個人やチーム・組織の確かな成長が見られている。その成長

を本人やチーム・組織が自覚し、リガーレグループで共有することがスーパーバイザーの役

割やスーパービジョンの効果が明らかにされると考えられる。 

 「ＣＯＣＯＬＯ4 号」では、「リガーレ統一研修」と「スーパーバイザー巡回によるスー

パービジョン」により、スーパーバイザーが関わった職員本人の自己実現に向けた成長や、

スーパーバイザーの意図的なチームへの働きかけにより組織が学習する組織に変化してき

た効果を言語化することとした。その内容は以下の 4 点で、インタビューと座談会形式で行

った。 

 ⅰ、スーパーバイザーに対して、関わりや働きかけの視点についてインタビュー 

 ⅱ、スーパーバイザーの関りや統一研修を継続して受講することによって成長を感じた 

チームのリーダーや職員へのインタビュー 

 ⅲ、チームや職員の成長を見守った上司たちがリガーレのスーパービジョンを語る座談会 

 ⅳ、外国人技能実習生を紹介するグループインフォメーション 

以上の構成から、リガーレグループが大切にしている人材育成や目指している組織の成長

を支える仕組を見える化し伝える内容とした。 
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（5）外国人技能実習生の受け入れ 

 昨年度より、想定される日本国内の労働者人口減少を見据えて、リガーレグループ内で外

国人雇用の検討を行ってきた。リガーレグループでは、平成 29 年度から管理団体Ｎ．Ｔ．

トータルケア株式会社（以下ＮＴトータルケア）との連携を始めており、昨年度はフィリピ

ンからの技能実習生受け入れ手続きを端山園・北桑会・六心会の 3 法人が行った。今年度に

入り、令和元年 10 月に 6 名の実習生が入国し、同 11 月に各受け入れ法人に各 2 名づつが

配属され実習が始まった。 

 リガーレグループとして受け入れ 3 法人は、実習生の生活上のサポートや育成状況の共

有を図り、実習生が不安なく学び介護技術の習得ができると共に、約 1年後の日本語検定の

合格を目指して情報共有をするため「リガーレグループ外国人技能実習生受け入れ施設ミ

ーティング」を開催している。このミーティングには、ＮＴトータルケア担当者、技能実習

生自身も参加し、ＮＴトータルケア担当者による実習生たちへの聞き取りが行われた。この

聞き取りでは、6 名ともに現場実習、生活面共に大きな問題はないとのことであった。また、

このミーティングの機会が、それぞれ離れた法人で実習を行っている６名が顔を合わせて

励ましあう貴重な機会になっており、実習生たちはとても安心した表情を見せた。 

 このような情報共有の機会を持ち、実習生の育成について話し合えることはグループだ

からこそできるシステムで、実習生の育成に大いにプラスに働くことと考えられる。 

 今後も定期的にミーティングを開催し、情報の共有と実習生の育成、ケアを進めていく事

となる。 

 

   「リガーレグループ外国人技能実習生受け入れ施設ミーティング」 

第１回 令和元年１０月８日（火） 社会福祉法人端山園 ヴィラ端山 

第２回 令和元年１２月１９日（木） 社会福祉法人端山園 ヴィラ端山 

※第３回 令和２年３月１３日（金）に予定していたが、感染症の影響により中止 
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第２回 令和元年１２月１９日（木） 社会福祉法人端山園 ヴィラ端山 

※第３回 令和２年３月１３日（金）に予定していたが、感染症の影響により中止 

 

 

  

（6）まとめ 

 これまでの活動を引継ぎ、ブラッシュアップをしてきたものにリクルーターチームの活

動やおもてなしバスツアー、ＦＡＣＥｔｏＦＵＫＵＳＨＩ主催のフェアに参加すること、広

報紙ＣＯＣＯＬＯの発刊、コンセプトブックの更新などがあるが、いずれも学生や求職者の

視点を大切に、専門的になりすぎず説明しやすいシンプルさを意識してきた。 

 活動の中でとりわけリクルーターチームのメンバーの成長は著しく、自分たちの考える

リガーレグループのイメージを言語化して、自分たちの体験を飾らない言葉で学生たちに

伝えることができたのは大きな収穫と言える。 

就職フェアで出会ったり「おもてなしバスツアー」に参加した学生がリガーレグループに

就職し、このリクルーターチームが次の世代へと受け継がれていくとき、グループとしての

一体感が深まっていく事となる。 

 また、今年度新たに発足した各法人の人材担当者の存在は、当初目指した経営陣と若い現

場職員を繋ぎ、法人が一体となって取り組む機動力となり、今後のリガーレグループ活動を

潤滑に進めるキーマンとしての役割となった。 

 

3、今後にむけて 

 今年度は、新卒採用に注力し、学生にリガーレグループの活動を知ってもらい、フェアや

インターンシップなどにより多くの学生が来てくれることを目指してきた。そのために紙

媒体の広報紙やフライヤーなどを作成し広報を行ってきた。 

今後に向けて、リガーレグループのホームページアップデートやＳＮＳ、動画などを用い

て学生がアクセスしやすい環境づくりを進めていきたい。また、より学生のニーズや学ぶに

合ったインターンシッププログラムの開発をおこなっていきたい。 

さらには、外国人材も含めてリガーレグループに応募してくる人たちが働きやすい職場

と感じ定着するような体制整備を進めていく。例えば、リガーレグループにアプローチして

きた人たちがグループ内のどの法人に就職しても研修に参加し、着実に育成され本人自身

も成長したと感じることができるシステムを構築していきたい。 

  

  


